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令和５年度 キラメキ事業 P2・3
楽しい　おしゃべりテラス＋ （関連記事P16）

町のホームページから
会議録がご覧いただけます

https://www.town.toyoyama.lg.jp/

議会のインターネット中継が始まりましたP4・5

P6・7

P8～15

P 16

最大規模の当初予算

議案PICK UP

7人が一般質問

輝く人を紹介 町のキラッと

・定例会（初日）
・一般質問
・議案質疑（3月のみ）
・定例会（最終日）
ご覧いただけます

豊山町議会
【公式】
チャンネル

町のキラッと
輝く人を

紹介

議員はお祭りへの寄付
や町内会の催しものへ差し
入れすることを禁止されて
います。
有権者が求めてもいけ

ません。
ご理解をお願いします。

寄付行為の禁止 次
回
定
例
会
の
予
定

6月 5日

12日

13日

14日

15日

16日

（月）

（月）

（火）

（水）

（木）

（金）

開会・議案説明

一般質問

議案質疑

福祉建設委員会

総務文教委員会

討論・採決・閉会

開始時間は午前9時
30分から（最終日は
午後1時30分から）
です。
議事の都合により、
日程が変更になる場
合があります。

広報編集委員

委 員 長　山本 亮介

副委員長　作野 桂子

委　　員　岩村みゆき
 柴田 賢一
 岡島 剛

表
紙
の
コ
メ
ン
ト

　３
月
15
日
、
町
制
50
周
年
記
念
事
業

と
し
て
「
お
し
ゃ
べ
り
テ
ラ
ス
＋
」
が

開
催
さ
れ
ま
し
た
。
子
ど
も
の
笑
顔
の

写
真
や
イ
ラ
ス
ト
な
ど
で
世
界
に
一
つ

だ
け
の
オ
リ
ジ
ナ
ル
缶
バ
ッ
チ
を
作
っ

て
楽
し
み
ま
し
た
。

編
集
後
記

　議
員
任
期
の
４
年
間
が
終
わ
り
ま

す
。
ま
た
、
現
在
の
議
会
広
報
編
集

委
員
会（
２
年
任
期
）で
編
集
す
る「
議

会
だ
よ
り
」
も
今
回
号
が
最
後
と
な

り
ま
す
。

　コ
ロ
ナ
禍
で
、
町
民
の
皆
さ
ま
の

生
活
様
式
が
大
き
く
変
わ
り
、
不
安

や
ス
ト
レ
ス
の
中
で
の
生
活
を
余
儀

な
く
さ
れ
ま
し
た
。

　議
会
広
報
編
集
委
員
会
も
感
染
防

止
に
気
を
遣
い
な
が
ら
、
さ
ま
ざ
ま

な
議
論
を
し
、
よ
り
読
み
や
す
い
紙

面
と
な
る
よ
う
心
が
け
ま
し
た
。

　次
回
号
は
、
新
し
い
編
集
委
員
と

な
り
、
更
に
読
み
や
す
い
「
議
会
だ

よ
り
」
に
な
る
と
思
い
ま
す
の
で
、

ご
期
待
下
さ
い
。

　ご
愛
読
い
た
だ
き
有
り
難
う
ご
ざ

い
ま
し
た
。

岡
島

　剛

　ｍ
ａ
ｍ
ａ
♡
ｋ
ｕ
ｓ
ｕ
は
２
０
２
１
年

３
月
12
日
よ
り
活
動
を
始
め
た
サ
ー
ク
ル
で

す
。
子
育
て
マ
マ
の
た
め
の
何
か
を
し
た
い

と
い
う
想
い
が
、
ず
っ
と
胸
に
あ
り
ま
し

た
。
「
何
か
」
を
探
る
中
で
、
７
年
前
よ
り

産
院
の
ビ
ク
ス
や
ヨ
ガ
で
お
世
話
に
な
っ
て

い
た
イ
ン
ス
ト
ラ
ク
タ
ー
の
菱
山
佳
世
子
さ

ん
と
ご
縁
が
繋
が
り
、
子
育
て
中
の
マ
マ
の

息
抜
き
を
目
的
と
し
た
エ
ア
ロ
ビ
ク
ス
サ
ー

ク
ル
を
作
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　何
で
も
な
い
日
常
会
話
を
し
な
が
ら
、
学

生
時
代
の
部
活
動
の
よ
う
に
一
緒
に
汗
を
流

し
て
過
ご
す
２
時
間
。
運
動
を
し
た
達
成
感

と
、
身
体
は
疲
れ
る
の
に
何
故
か
気
持
ち
が

ス
ッ
キ
リ
過
ご
せ
る
爽
快
感
が
と
て
も
好
き

で
す
。
最

初
は
少
な

か
っ
た
参

加
人
数
も

回
を
重
ね

て
い
く
毎

に
増
え
て

い
き
、
こ

の
２
年
で

60
人
以
上

の
マ
マ
さ

ん
が
参
加

し
て
く
だ
さ
い
ま

し
た
。

　ま
た
、
ひ
ま
わ

り
児
童
館
を
利
用

し
た
子
ど
も
服
の

リ
ユ
ー
ス
提
供
を

き
っ
か
け
に
、
フ

ァ
ミ
リ
ー
サ
ポ
ー

ト
さ
ん
と
児
童
館

の
先
生
方
の
ご
理

解
と
ご
協
力
を
得

て
、
毎
月
の
お
し

ゃ
べ
り
テ
ラ
ス
の
際
に
リ
ユ
ー
ス
品
を
展
示
し

て
も
ら
え
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
本
当
に
有

り
難
い
こ
と
で
す
。

　何
が
あ
っ
た
ら
子
育
て
が
楽
し
く
な
る
か

な
、
マ
マ
に
と
っ
て
何
が
必
要
か
な
、
「
な
い

な
ら
作
ろ
う
！
」
と
い
う
気
持
ち
の
下
、
楽
し

く
活
動
を
続
け
て
い
ま
す
。
幸
せ
な
時
間
だ
け

れ
ど
、
大
変
な
時
や
し
ん
ど
い
時
が
あ
る
子
育

て
。
そ
ん
な
時

に
、
少
し
で
も

息
抜
き
で
き
る

場
、
仲
間
作
り

が
で
き
る
場
を

作
っ
て
い
き
た

い
で
す
。

マ
マ
が
ク
ス
ッ
と
！

サ
ー
ク
ル
名「
ｍ
ａ
ｍ
ａ
♡
ｋ
ｕ
ｓ
ｕ
」
　渋
谷

　
杏
実

とよやま議会だよりNO.164　令和5年5月１日
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キラメキキラメキ事業
令和5年度予算令和5年度予算

行政サービスの利便性向上

・オンライン手続のキャッシュレス決済の導入
・町公式LINEで受信設定機能の拡大、防災無線
との連携、予約サービスの機能追加

子ども110番の家
マップ作成
・子ども110番の家を通学路に増設し、
小学校区ごとのマップを作成

65万円

障がい者交通料金
助成拡大
・自動車燃料費助成を利用できるガソリ
ンスタンドの範囲を町外でも利用でき
るよう拡大

おたふくかぜ
予防接種費補助 56万円

・予防接種費用の一部を補助

65万円

・住み慣れた自宅で安心して療養生活を送ること
ができるようサービス利用料の一部を補助
・がん患者や家族の心理的経済的負担を軽減

避難所・賑わい施設整備
・避難所、賑わい施設を含む都市公園を新たに整備
・造成などの基盤整備設計や用地取得など

8億7683万円

子ども記者プロジェクト

子ども議会

就労継続支援B型事業所へ移行

・福祉作業所を就労継続支援B型事業所に移行
・運営者の社会福祉協議会に設置基準を満たすための改修
工事、初期投資費用、運営費の不足分を補助

◎万円で端数調整をおこなっています

1160万円

300万円

・豊山町の魅力や課題に触れる取材体験や新聞
制作体験
・子どもたちが自ら取材先を選定

176万円

472万円 プレミアム付商品券事業

・紙の商品券に加えて、電子式の商品券を発行
・プレミアム率　　 30％
・販売額　1冊　5000円
　　　  （額面　6500円）
・発行冊数　　14000冊

・子どもたちが町政に関心を持ち、未来の豊
　山町を考える機会にすることを目的に開催

5万円

※おたふくかぜにかかった方、年長児で2回以上接種している方は
　対象外

対象年齢 補助額

1歳から2歳未満 2０００円

小学校入学前の1年間（年長児） ２０００円

回数

１回

1回

補助対象サービス 補助額

訪問介護
訪問入浴介護
福祉用具貸与
福祉用具購入

補助対象経費の
9割相当額を補助

上限額5万4千円/月

3383万円

若年がん患者の
ターミナルケア支援事業

3 2とよやま議会だよりNO.164　令和5年5月１日とよやま議会だよりNO.164　令和5年5月１日
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ができるようサービス利用料の一部を補助
・がん患者や家族の心理的経済的負担を軽減

避難所・賑わい施設整備
・避難所、賑わい施設を含む都市公園を新たに整備
・造成などの基盤整備設計や用地取得など

8億7683万円

子ども記者プロジェクト

子ども議会

就労継続支援B型事業所へ移行

・福祉作業所を就労継続支援B型事業所に移行
・運営者の社会福祉協議会に設置基準を満たすための改修
工事、初期投資費用、運営費の不足分を補助

◎万円で端数調整をおこなっています

1160万円

300万円

・豊山町の魅力や課題に触れる取材体験や新聞
制作体験
・子どもたちが自ら取材先を選定

176万円

472万円 プレミアム付商品券事業

・紙の商品券に加えて、電子式の商品券を発行
・プレミアム率　　 30％
・販売額　1冊　5000円
　　　  （額面　6500円）
・発行冊数　　14000冊

・子どもたちが町政に関心を持ち、未来の豊
　山町を考える機会にすることを目的に開催

5万円

※おたふくかぜにかかった方、年長児で2回以上接種している方は
　対象外

対象年齢 補助額

1歳から2歳未満 2０００円

小学校入学前の1年間（年長児） ２０００円

回数

１回

1回

補助対象サービス 補助額

訪問介護
訪問入浴介護
福祉用具貸与
福祉用具購入

補助対象経費の
9割相当額を補助

上限額5万4千円/月

3383万円

若年がん患者の
ターミナルケア支援事業

3 2とよやま議会だよりNO.164　令和5年5月１日とよやま議会だよりNO.164　令和5年5月１日

キ
ラ
メ
キ
事
業

3
月
定
例
会

議
案
P
I
C
K
U
P

一
般
質
問

キ
ラ
メ
キ
事
業

3
月
定
例
会

議
案
P
I
C
K
U
P

一
般
質
問
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キラメキキラメキ事業
令和5年度予算令和5年度予算

行政サービスの利便性向上

・オンライン手続のキャッシュレス決済の導入
・町公式LINEで受信設定機能の拡大、防災無線
との連携、予約サービスの機能追加

子ども110番の家
マップ作成
・子ども110番の家を通学路に増設し、
小学校区ごとのマップを作成

65万円

障がい者交通料金
助成拡大
・自動車燃料費助成を利用できるガソリ
ンスタンドの範囲を町外でも利用でき
るよう拡大

おたふくかぜ
予防接種費補助 56万円

・予防接種費用の一部を補助

65万円

・住み慣れた自宅で安心して療養生活を送ること
ができるようサービス利用料の一部を補助
・がん患者や家族の心理的経済的負担を軽減

避難所・賑わい施設整備
・避難所、賑わい施設を含む都市公園を新たに整備
・造成などの基盤整備設計や用地取得など

8億7683万円

子ども記者プロジェクト

子ども議会

就労継続支援B型事業所へ移行

・福祉作業所を就労継続支援B型事業所に移行
・運営者の社会福祉協議会に設置基準を満たすための改修
工事、初期投資費用、運営費の不足分を補助

◎万円で端数調整をおこなっています

1160万円

300万円

・豊山町の魅力や課題に触れる取材体験や新聞
制作体験
・子どもたちが自ら取材先を選定

176万円

472万円 プレミアム付商品券事業

・紙の商品券に加えて、電子式の商品券を発行
・プレミアム率　　 30％
・販売額　1冊　5000円
　　　  （額面　6500円）
・発行冊数　　14000冊

・子どもたちが町政に関心を持ち、未来の豊
　山町を考える機会にすることを目的に開催

5万円

※おたふくかぜにかかった方、年長児で2回以上接種している方は
　対象外

対象年齢 補助額

1歳から2歳未満 2０００円

小学校入学前の1年間（年長児） ２０００円

回数

１回

1回

補助対象サービス 補助額

訪問介護
訪問入浴介護
福祉用具貸与
福祉用具購入

補助対象経費の
9割相当額を補助

上限額5万4千円/月

3383万円

若年がん患者の
ターミナルケア支援事業

3 2とよやま議会だよりNO.164　令和5年5月１日とよやま議会だよりNO.164　令和5年5月１日
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業
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キラメキキラメキキラメキキラメキキラメキキラメキキラメキキラメキキラメキキラメキキラメキキラメキキラメキキラメキキラメキ事業キラメキキラメキキラメキキラメキキラメキキラメキキラメキキラメキキラメキキラメキキラメキキラメキキラメキキラメキキラメキキラメキキラメキキラメキキラメキキラメキキラメキキラメキキラメキキラメキキラメキキラメキキラメキキラメキキラメキキラメキキラメキキラメキキラメキキラメキキラメキキラメキキラメキキラメキキラメキキラメキキラメキキラメキキラメキキラメキキラメキキラメキキラメキキラメキキラメキキラメキキラメキキラメキ事業事業事業事業事業事業事業事業
令和5年度予算令和5年度予算

行政サービスの利便性向上

・オンライン手続のキャッシュレス決済の導入
・町公式LINEで受信設定機能の拡大、防災無線
との連携、予約サービスの機能追加

子ども110番の家
マップ作成
・子ども110番の家を通学路に増設し、
小学校区ごとのマップを作成

65万円

障がい者交通料金
助成拡大
・自動車燃料費助成を利用できるガソリ
ンスタンドの範囲を町外でも利用でき
るよう拡大

おたふくかぜ
予防接種費補助 56万円

・予防接種費用の一部を補助

65万円

・住み慣れた自宅で安心して療養生活を送ること
ができるようサービス利用料の一部を補助
・がん患者や家族の心理的経済的負担を軽減

避難所・賑わい施設整備
・避難所、賑わい施設を含む都市公園を新たに整備
・造成などの基盤整備設計や用地取得など

8億7683万円

子ども記者プロジェクト

子ども議会

就労継続支援B型事業所へ移行

・福祉作業所を就労継続支援B型事業所に移行
・運営者の社会福祉協議会に設置基準を満たすための改修
工事、初期投資費用、運営費の不足分を補助

◎万円で端数調整をおこなっています

1160万円

300万円

・豊山町の魅力や課題に触れる取材体験や新聞
制作体験
・子どもたちが自ら取材先を選定

176万円

472万円 プレミアム付商品券事業

・紙の商品券に加えて、電子式の商品券を発行
・プレミアム率　　 30％
・販売額　1冊　5000円
　　　  （額面　6500円）
・発行冊数　　14000冊

・子どもたちが町政に関心を持ち、未来の豊
　山町を考える機会にすることを目的に開催

5万円

※おたふくかぜにかかった方、年長児で2回以上接種している方は
　対象外

対象年齢 補助額

1歳から2歳未満 2０００円

小学校入学前の1年間（年長児） ２０００円

回数

１回

1回

補助対象サービス 補助額

訪問介護
訪問入浴介護
福祉用具貸与
福祉用具購入

補助対象経費の
9割相当額を補助

上限額5万4千円/月

3383万円

若年がん患者の
ターミナルケア支援事業

3 2とよやま議会だよりNO.164　令和5年5月１日とよやま議会だよりNO.164　令和5年5月１日

キ
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事
業
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会

議
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町税 
42億4970万円

町債
6億2000万円

町民税、固定資産税、
軽自動車税など

県からの
補助金など

地方消費税交付金 
4億6000万円

諸収入
4億7894万円

繰入金　 
4億5072万円
繰入金　 
4億5072万円

他会計からの
お金

国庫支出金 
12億5708万円

借金など

国からの
補助金など

その他 
6億5837万円
その他 
6億5837万円県支出金 

3億6019万円
県支出金 
3億6019万円

民生費 
24億7506万円

税金の賦課徴収、
防災などにかかるお金

総務費  
11億2939万円
総務費  
11億2939万円

ごみ処理、検診などに
かかるお金

農業対策などに
かかるお金 労働支援者などに

かかるお金

高齢者・障害者福祉、
保育園などにかかる
お金

労働費
5万円農林水産業費

8533万円

商工費
1億2701万円

教育費
9億8435万円

商工費

商工業や観光振興
などにかかるお金

衛生費
7億5704万円
衛生費
7億5704万円

土木費 
22億4689万円
土木費 
22億4689万円

道路整備費などに
かかるお金

消防費
3億5834万円
消防費
3億5834万円

消防活動に
かかるお金

公債費
2億5824万円
公債費
2億5824万円

借金の返済に
かかるお金

給食、小中学校の施設管理
などにかかるお金

予備費 
1000万円

議会の運営に
かかるお金

議会費 
1億330万円

地方消費税収入
額の一部が交付
されるもの

3
月

定
例
会
の

あ
ら
ま
し

　令
和
5
年
第
１
回
定
例
会
が
3
月
6
日
か
ら
23
日
ま
で
開
か
れ
ま
し
た
。工
事
請
負
変

更
契
約
の
締
結
、人
事
案
件
、町
道
路
線
の
認
定
、条
例
の
制
定
・一
部
改
正
、令
和
4
年
度

の
一
般
会
計
・
特
別
会
計
補
正
予
算
、令
和
5
年
度
の
一
般
会
計
・
特
別
会
計
予
算
な
ど
、合

わ
せ
て
33
議
案
が
上
程
さ
れ
、い
ず
れ
も
原
案
通
り
承
認
・
可
決
さ
れ
ま
し
た
。ま
た
、議

員
発
議
に
よ
る
「
豊
山
町
議
会
個
人
情
報
の
保
護
に
関
す
る
条
例
の
制
定
」「
保
育
士
の

配
置
基
準
改
善
を
求
め
る
意
見
書
」
が
可
決
・
採
択
さ
れ
ま
し
た
。

全員賛成 認定

最大規模の当初予算最大規模の当初予算 新時代の豊山町へ新時代の豊山町へ 令和5年
度

一般会計
予 算

令和5年度に行う主な事業

一般会計

国民健康保険特別会計

介護保険特別会計

公共下水道事業特別会計

83億2719万円

13億5379万円

  11億370万円

    7億96万円

（3238万円減額）

（財源更正）

（3500万円増額）

（6312万円減額）

● 避難所・賑わい施設整備事業・・・・・・8億7683万円

● 防災拠点周辺町道整備事業・・・・・・・・2億811万円

● 放課後子ども教室事業・・・・・・・・・・・・・・・・2943万円

● 豊山中学校改築基本計画策定事業・・・・・687万円

● 小学校施設整備事業（トイレ設計）・・・・1592万円

● 電気自動車・急速充電スポットの導入・・・1078万円

（基盤整備設計や用地取得）

（町道117号線の拡幅用地取得、無電柱化電線共同溝・都市公園周辺町道
整備詳細設計）

（実施日数を週5日・実施時間を午後4時30分まで拡充）

（具体的な中学校改築基本整備計画を策定）

（新栄小学校・志水小学校のトイレ改修の設計）

（電気自動車を導入し、役場庁舎に急速充電スポットを設置）

令和4年度補正予算 会計名

国民健康保険
後期高齢者医療
介護保険
介護サ－ビス事業
公共下水道事業

13億2485万円
2億5837万円
11億452万円

345万円
7億98万円

予算額

特別会計
予算状況

◎万円で端数調整をおこなっています

予算額 85億3500万円

歳入歳出

一般会計 85億7912万円
（4412万円増額）

令和5年度補正予算

5 4とよやま議会だよりNO.164　令和5年5月１日とよやま議会だよりNO.164　令和5年5月１日
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会

議
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問
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町税 
42億4970万円

町債
6億2000万円

町民税、固定資産税、
軽自動車税など

県からの
補助金など

地方消費税交付金 
4億6000万円

諸収入
4億7894万円

繰入金　 
4億5072万円
繰入金　 
4億5072万円
繰入金　 繰入金　 繰入金　 繰入金　 
4億5072万円4億5072万円4億5072万円4億5072万円

他会計からの
お金

国庫支出金 
12億5708万円

町債
6億2000万円借金など

国庫支出金 
12億5708万円国からの

補助金など

その他 
6億5837万円
その他 
6億5837万円県支出金 

3億6019万円
県支出金 
3億6019万円

民生費 
24億7506万円

税金の賦課徴収、
防災などにかかるお金

総務費  
11億2939万円
総務費  
11億2939万円

ごみ処理、検診などに
かかるお金

農業対策などに
かかるお金 労働支援者などに

かかるお金

高齢者・障害者福祉、
保育園などにかかる
お金

労働費
5万円農林水産業費

8533万円

商工費
1億2701万円

教育費
9億8435万円

商工業や観光振興
などにかかるお金

衛生費
7億5704万円
衛生費
7億5704万円

土木費 
22億4689万円
土木費 
22億4689万円

道路整備費などに
かかるお金

消防費
3億5834万円

消防活動に
かかるお金

公債費
2億5824万円

借金の返済に
かかるお金

給食、小中学校の施設管理
などにかかるお金

予備費 
1000万円

議会の運営に
かかるお金

議会費 
1億330万円

地方消費税交付金 
4億6000万円

地方消費税収入
額の一部が交付
されるもの

3
月

定
例
会
の

あ
ら
ま
し
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和
5
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第
１
回
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会
が
3
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6
日
か
ら
23
日
ま
で
開
か
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ま
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た
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変
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の
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件
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の
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・
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計
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算
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・
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算
な
ど
、合
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せ
て
33
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案
が
上
程
さ
れ
、い
ず
れ
も
原
案
通
り
承
認
・
可
決
さ
れ
ま
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た
。ま
た
、議

員
発
議
に
よ
る
「
豊
山
町
議
会
個
人
情
報
の
保
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に
関
す
る
条
例
の
制
定
」「
保
育
士
の

配
置
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準
改
善
を
求
め
る
意
見
書
」
が
可
決
・
採
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さ
れ
ま
し
た
。

全員賛成 認定

最大規模の当初予算最大規模の当初予算
全員賛成 認定

新時代の豊山町へ新時代の豊山町へ 令和5年
度

一般会計
予 算

令和5年度に行う主な事業

一般会計

国民健康保険特別会計

介護保険特別会計

公共下水道事業特別会計

83億2719万円

13億5379万円

  11億370万円

    7億96万円

（3238万円減額）

（財源更正）

（3500万円増額）

（6312万円減額）

● 避難所・賑わい施設整備事業・・・・・・8億7683万円

● 防災拠点周辺町道整備事業・・・・・・・・2億811万円

● 放課後子ども教室事業・・・・・・・・・・・・・・・・2943万円

● 豊山中学校改築基本計画策定事業・・・・・687万円

● 小学校施設整備事業（トイレ設計）・・・・1592万円

● 電気自動車・急速充電スポットの導入・・・1078万円

（基盤整備設計や用地取得）

（町道117号線の拡幅用地取得、無電柱化電線共同溝・都市公園周辺町道
整備詳細設計）

（実施日数を週5日・実施時間を午後4時30分まで拡充）

（具体的な中学校改築基本整備計画を策定）

（新栄小学校・志水小学校のトイレ改修の設計）

（電気自動車を導入し、役場庁舎に急速充電スポットを設置）

令和4年度補正予算 会計名

国民健康保険
後期高齢者医療
介護保険
介護サ－ビス事業
公共下水道事業

13億2485万円
2億5837万円
11億452万円

345万円
7億98万円

予算額

特別会計
予算状況

◎万円で端数調整をおこなっています

予算額 85億3500万円

歳入歳出

一般会計 85億7912万円
（4412万円増額）

令和5年度補正予算

5 4とよやま議会だよりNO.164　令和5年5月１日とよやま議会だよりNO.164　令和5年5月１日

キ
ラ
メ
キ
事
業

3
月
定
例
会

議
案
P
I
C
K
U
P

一
般
質
問

キ
ラ
メ
キ
事
業

3
月
定
例
会

議
案
P
I
C
K
U
P

一
般
質
問
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町税 
42億4970万円

町債
6億2000万円

町民税、固定資産税、
軽自動車税など

県からの
補助金など

地方消費税交付金 
4億6000万円

諸収入
4億7894万円

繰入金　 
4億5072万円
繰入金　 
4億5072万円

他会計からの
お金

国庫支出金 
12億5708万円

借金など

国からの
補助金など

その他 
6億5837万円
その他 
6億5837万円県支出金 

3億6019万円
県支出金 
3億6019万円

民生費 
24億7506万円

税金の賦課徴収、
防災などにかかるお金

総務費  
11億2939万円
総務費  
11億2939万円

ごみ処理、検診などに
かかるお金

農業対策などに
かかるお金 労働支援者などに

かかるお金

高齢者・障害者福祉、
保育園などにかかる
お金

労働費
5万円農林水産業費

8533万円

商工費
1億2701万円

教育費
9億8435万円

商工費

商工業や観光振興
などにかかるお金

衛生費
7億5704万円
衛生費
7億5704万円

土木費 
22億4689万円
土木費 
22億4689万円

道路整備費などに
かかるお金

消防費
3億5834万円
消防費
3億5834万円

消防活動に
かかるお金

公債費
2億5824万円
公債費
2億5824万円

借金の返済に
かかるお金

給食、小中学校の施設管理
などにかかるお金

予備費 
1000万円

議会の運営に
かかるお金

議会費 
1億330万円

地方消費税収入
額の一部が交付
されるもの

3
月

定
例
会
の

あ
ら
ま
し

　令
和
5
年
第
１
回
定
例
会
が
3
月
6
日
か
ら
23
日
ま
で
開
か
れ
ま
し
た
。工
事
請
負
変

更
契
約
の
締
結
、人
事
案
件
、町
道
路
線
の
認
定
、条
例
の
制
定
・一
部
改
正
、令
和
4
年
度

の
一
般
会
計
・
特
別
会
計
補
正
予
算
、令
和
5
年
度
の
一
般
会
計
・
特
別
会
計
予
算
な
ど
、合

わ
せ
て
33
議
案
が
上
程
さ
れ
、い
ず
れ
も
原
案
通
り
承
認
・
可
決
さ
れ
ま
し
た
。ま
た
、議

員
発
議
に
よ
る
「
豊
山
町
議
会
個
人
情
報
の
保
護
に
関
す
る
条
例
の
制
定
」「
保
育
士
の

配
置
基
準
改
善
を
求
め
る
意
見
書
」
が
可
決
・
採
択
さ
れ
ま
し
た
。

全員賛成 認定

最大規模の当初予算最大規模の当初予算 新時代の豊山町へ新時代の豊山町へ 令和5年
度

一般会計
予 算

令和5年度に行う主な事業

一般会計

国民健康保険特別会計

介護保険特別会計

公共下水道事業特別会計

83億2719万円

13億5379万円

  11億370万円

    7億96万円

（3238万円減額）

（財源更正）

（3500万円増額）

（6312万円減額）

● 避難所・賑わい施設整備事業・・・・・・8億7683万円

● 防災拠点周辺町道整備事業・・・・・・・・2億811万円

● 放課後子ども教室事業・・・・・・・・・・・・・・・・2943万円

● 豊山中学校改築基本計画策定事業・・・・・687万円

● 小学校施設整備事業（トイレ設計）・・・・1592万円

● 電気自動車・急速充電スポットの導入・・・1078万円

（基盤整備設計や用地取得）

（町道117号線の拡幅用地取得、無電柱化電線共同溝・都市公園周辺町道
整備詳細設計）

（実施日数を週5日・実施時間を午後4時30分まで拡充）

（具体的な中学校改築基本整備計画を策定）

（新栄小学校・志水小学校のトイレ改修の設計）

（電気自動車を導入し、役場庁舎に急速充電スポットを設置）

令和4年度補正予算 会計名

国民健康保険
後期高齢者医療
介護保険
介護サ－ビス事業
公共下水道事業

13億2485万円
2億5837万円
11億452万円

345万円
7億98万円

予算額

特別会計
予算状況

◎万円で端数調整をおこなっています

予算額 85億3500万円

歳入歳出

一般会計 85億7912万円
（4412万円増額）

令和5年度補正予算

5 4とよやま議会だよりNO.164　令和5年5月１日とよやま議会だよりNO.164　令和5年5月１日

キ
ラ
メ
キ
事
業

3
月
定
例
会

議
案
P
I
C
K
U
P

一
般
質
問

キ
ラ
メ
キ
事
業

3
月
定
例
会

議
案
P
I
C
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U
P

一
般
質
問
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町税 
42億4970万円

町債
6億2000万円

町民税、固定資産税、
軽自動車税など

県からの
補助金など

地方消費税交付金 
4億6000万円

諸収入
4億7894万円

繰入金　 
4億5072万円
繰入金　 
4億5072万円
繰入金　 繰入金　 繰入金　 繰入金　 
4億5072万円4億5072万円4億5072万円4億5072万円

他会計からの
お金

国庫支出金 
12億5708万円

町債
6億2000万円借金など

国庫支出金 
12億5708万円国からの

補助金など

その他 
6億5837万円
その他 
6億5837万円県支出金 

3億6019万円
県支出金 
3億6019万円

民生費 
24億7506万円

税金の賦課徴収、
防災などにかかるお金

総務費  
11億2939万円
総務費  
11億2939万円

ごみ処理、検診などに
かかるお金

農業対策などに
かかるお金 労働支援者などに

かかるお金

高齢者・障害者福祉、
保育園などにかかる
お金

労働費
5万円農林水産業費

8533万円

商工費
1億2701万円

教育費
9億8435万円

商工業や観光振興
などにかかるお金

衛生費
7億5704万円
衛生費
7億5704万円

土木費 
22億4689万円
土木費 
22億4689万円

道路整備費などに
かかるお金

消防費
3億5834万円

消防活動に
かかるお金

公債費
2億5824万円

借金の返済に
かかるお金

給食、小中学校の施設管理
などにかかるお金

予備費 
1000万円

議会の運営に
かかるお金

議会費 
1億330万円

地方消費税交付金 
4億6000万円

地方消費税収入
額の一部が交付
されるもの

3
月

定
例
会
の

あ
ら
ま
し

　令
和
5
年
第
１
回
定
例
会
が
3
月
6
日
か
ら
23
日
ま
で
開
か
れ
ま
し
た
。工
事
請
負
変

更
契
約
の
締
結
、人
事
案
件
、町
道
路
線
の
認
定
、条
例
の
制
定
・一
部
改
正
、令
和
4
年
度

の
一
般
会
計
・
特
別
会
計
補
正
予
算
、令
和
5
年
度
の
一
般
会
計
・
特
別
会
計
予
算
な
ど
、合

わ
せ
て
33
議
案
が
上
程
さ
れ
、い
ず
れ
も
原
案
通
り
承
認
・
可
決
さ
れ
ま
し
た
。ま
た
、議

員
発
議
に
よ
る
「
豊
山
町
議
会
個
人
情
報
の
保
護
に
関
す
る
条
例
の
制
定
」「
保
育
士
の

配
置
基
準
改
善
を
求
め
る
意
見
書
」
が
可
決
・
採
択
さ
れ
ま
し
た
。

全員賛成 認定

最大規模の当初予算最大規模の当初予算
全員賛成 認定

新時代の豊山町へ新時代の豊山町へ 令和5年
度

一般会計
予 算

令和5年度に行う主な事業

一般会計

国民健康保険特別会計

介護保険特別会計

公共下水道事業特別会計

83億2719万円

13億5379万円

  11億370万円

    7億96万円

（3238万円減額）

（財源更正）

（3500万円増額）

（6312万円減額）

● 避難所・賑わい施設整備事業・・・・・・8億7683万円

● 防災拠点周辺町道整備事業・・・・・・・・2億811万円

● 放課後子ども教室事業・・・・・・・・・・・・・・・・2943万円

● 豊山中学校改築基本計画策定事業・・・・・687万円

● 小学校施設整備事業（トイレ設計）・・・・1592万円

● 電気自動車・急速充電スポットの導入・・・1078万円

（基盤整備設計や用地取得）

（町道117号線の拡幅用地取得、無電柱化電線共同溝・都市公園周辺町道
整備詳細設計）

（実施日数を週5日・実施時間を午後4時30分まで拡充）

（具体的な中学校改築基本整備計画を策定）

（新栄小学校・志水小学校のトイレ改修の設計）

（電気自動車を導入し、役場庁舎に急速充電スポットを設置）

令和4年度補正予算 会計名

国民健康保険
後期高齢者医療
介護保険
介護サ－ビス事業
公共下水道事業

13億2485万円
2億5837万円
11億452万円

345万円
7億98万円

予算額

特別会計
予算状況

◎万円で端数調整をおこなっています

予算額 85億3500万円

歳入歳出

一般会計 85億7912万円
（4412万円増額）

令和5年度補正予算

5 4とよやま議会だよりNO.164　令和5年5月１日とよやま議会だよりNO.164　令和5年5月１日

キ
ラ
メ
キ
事
業

3
月
定
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会

議
案
P
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P

一
般
質
問
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問
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議案 PICK UP
定例会で審議された議案や事業をピックアップして、
その中身や質疑を詳しく説明します。

7 6とよやま議会だよりNO.164　令和5年5月１日とよやま議会だよりNO.164　令和5年5月１日

キ
ラ
メ
キ
事
業

3
月
定
例
会

議
案
P
I
C
K
U
P

一
般
質
問

キ
ラ
メ
キ
事
業

3
月
定
例
会

議
案
P
I
C
K
U
P

一
般
質
問

国民健康保険税条例の一部改正議案
第13号

令和5年度一般会計予算議案
第27号

●令和5年度から国民健康保険税が約4％増額
● 基礎課税額の上限額を63万円から65万円に、後期高齢者は19万円から20万円に引き上げ

いじめ・不登校への対応 1812万円
小中学校の不登校人数

令和元年度 41人

令和2年度 59人

令和3年度 60人

令和4年度
（1月末時点） 65人

避難所・賑わい施設整備 8億7683万円
●避難所や賑わい施設を含む都市
　公園を新たに整備 Q   避難所・賑わい施設の維持管理費は

どれくらいを想定しているのか。
A   年間約5000万円を見込んでいる。

Q   愛知県に支払う事業費納付金が増えた理由は
何か。

A   県の剰余金が枯渇し、国からの調整交付金も
減少したためである。

Q   不登校が増えているがどのように取り組ん
でいくのか。

A   未然防止のため、スクールソーシャルワー
カーとの連携を密にする。生徒指導に関す
る教職員の研修を実施する。

家庭系ごみの実態調査 126万円

可燃ごみ排出状況

Q  調査委託料について説明を求める。
A   プラスチック類の分別・収集方法を検討
するため、家庭から出される可燃・不燃
ごみ実態調査を実施。資源となるものの
割合を分析する。
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議案 PICK UP
定例会で審議された議案や事業をピックアップして、
その中身や質疑を詳しく説明します。

7 6とよやま議会だよりNO.164　令和5年5月１日とよやま議会だよりNO.164　令和5年5月１日
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業
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会
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議
案
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C
K
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P

一
般
質
問

令和5年第1回定例会（3月）
番　号 議　案 審議結果
議案第1号 工事請負変更契約の締結 賛成8反対1可決
議案第2号 工事請負変更契約の締結 賛成8反対1可決
議案第3号 固定資産評価審査委員会委員（水野浩）の選任 全員賛成同意
議案第4号 固定資産評価審査委員会委員（坪井浩司）の選任 全員賛成同意
議案第5号 道路線の認定 全員賛成可決
議案第6号 情報通信技術を活用した行政の推進に関する条例の制定 全員賛成可決
議案第7号 個人情報の保護に関する法律施行条例の制定 全員賛成可決
議案第8号 歯と口腔の健康づくり推進条例の制定 全員賛成可決
議案第9号 公益的法人等への職員の派遣等に関する条例の一部改正 全員賛成可決
議案第10号 職員の服務の宣誓に関する条例の一部改正 全員賛成可決
議案第11号 特別職の職員で非常勤のものの報酬及び費用弁償に関する条例の一部改正 全員賛成可決
議案第12号 会計年度任用職員の給与及び費用弁償に関する条例の一部改正 全員賛成可決
議案第13号 国民健康保険税条例の一部改正 賛成8反対1可決
議案第14号 子ども・子育て会議条例の一部改正 全員賛成可決

議案第15号 特定教育・保育施設及び特定地域型保育事業の運営に関する基準を定める条例の
一部改正 全員賛成可決

議案第16号 家庭的保育事業等の設備及び運営に関する基準を定める条例の一部改正 全員賛成可決
議案第17号 放課後児童健全育成事業の設備及び運営に関する基準を定める条例の一部改正 全員賛成可決
議案第18号 障害者の日常生活及び社会生活を総合的に支援するための法律施行条例の一部改正 全員賛成可決
議案第19号 国民健康保険条例の一部改正 全員賛成可決
議案第20号 心身障害者手当支給条例の一部改正 全員賛成可決
議案第21号 都市公園条例の一部改正 全員賛成可決
議案第22号 町営住宅条例の一部改正 全員賛成可決
議案第23号 令和4年度一般会計補正予算（第8号） 全員賛成可決
議案第24号 令和4年度国民健康保険特別会計補正予算（第3号） 全員賛成可決
議案第25号 令和4年度介護保険特別会計補正予算（第3号） 全員賛成可決
議案第26号 令和4年度公共下水道事業特別会計補正予算（第3号） 全員賛成可決
議案第27号 令和5年度一般会計予算 全員賛成可決
議案第28号 令和5年度国民健康保険特別会計予算 賛成8反対1可決
議案第29号 令和5年度後期高齢者医療特別会計予算 全員賛成可決
議案第30号 令和5年度介護保険特別会計予算 全員賛成可決
議案第31号 令和5年度介護サービス事業特別会計予算 全員賛成可決
議案第32号 令和5年度公共下水道事業特別会計予算 全員賛成可決
議案第33号 令和5年度豊山町一般会計補正予算（第1号） 全員賛成可決
発議第1号 議会個人情報の保護に関する条例の制定 全員賛成可決
発議第2号 保育士の配置基準改善を求める意見書の提出 全員賛成採択

議長は議決には加わりません　太字は次項に掲載

議 案 一 覧

00092075-230420.indd   600092075-230420.indd   6 2023/04/20   14:172023/04/20   14:17



議案 PICK UP
定例会で審議された議案や事業をピックアップして、
その中身や質疑を詳しく説明します。

7 6とよやま議会だよりNO.164　令和5年5月１日とよやま議会だよりNO.164　令和5年5月１日

キ
ラ
メ
キ
事
業

3
月
定
例
会

議
案
P
I
C
K
U
P

一
般
質
問

キ
ラ
メ
キ
事
業

3
月
定
例
会

議
案
P
I
C
K
U
P

一
般
質
問

国民健康保険税条例の一部改正議案
第13号

令和5年度一般会計予算議案
第27号

●令和5年度から国民健康保険税が約4％増額
● 基礎課税額の上限額を63万円から65万円に、後期高齢者は19万円から20万円に引き上げ

いじめ・不登校への対応 1812万円
小中学校の不登校人数

令和元年度 41人

令和2年度 59人

令和3年度 60人

令和4年度
（1月末時点） 65人

避難所・賑わい施設整備 8億7683万円
●避難所や賑わい施設を含む都市
　公園を新たに整備 Q   避難所・賑わい施設の維持管理費は

どれくらいを想定しているのか。
A   年間約5000万円を見込んでいる。

Q   愛知県に支払う事業費納付金が増えた理由は
何か。

A   県の剰余金が枯渇し、国からの調整交付金も
減少したためである。

Q   不登校が増えているがどのように取り組ん
でいくのか。

A   未然防止のため、スクールソーシャルワー
カーとの連携を密にする。生徒指導に関す
る教職員の研修を実施する。

家庭系ごみの実態調査 126万円

可燃ごみ排出状況

Q  調査委託料について説明を求める。
A   プラスチック類の分別・収集方法を検討
するため、家庭から出される可燃・不燃
ごみ実態調査を実施。資源となるものの
割合を分析する。
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議案 PICK UP
定例会で審議された議案や事業をピックアップして、
その中身や質疑を詳しく説明します。

7 6とよやま議会だよりNO.164　令和5年5月１日とよやま議会だよりNO.164　令和5年5月１日

キ
ラ
メ
キ
事
業

3
月
定
例
会

議
案
P
I
C
K
U
P

一
般
質
問

キ
ラ
メ
キ
事
業

3
月
定
例
会

議
案
P
I
C
K
U
P

一
般
質
問

令和5年第1回定例会（3月）
番　号 議　案 審議結果
議案第1号 工事請負変更契約の締結 賛成8反対1可決
議案第2号 工事請負変更契約の締結 賛成8反対1可決
議案第3号 固定資産評価審査委員会委員（水野浩）の選任 全員賛成同意
議案第4号 固定資産評価審査委員会委員（坪井浩司）の選任 全員賛成同意
議案第5号 道路線の認定 全員賛成可決
議案第6号 情報通信技術を活用した行政の推進に関する条例の制定 全員賛成可決
議案第7号 個人情報の保護に関する法律施行条例の制定 全員賛成可決
議案第8号 歯と口腔の健康づくり推進条例の制定 全員賛成可決
議案第9号 公益的法人等への職員の派遣等に関する条例の一部改正 全員賛成可決
議案第10号 職員の服務の宣誓に関する条例の一部改正 全員賛成可決
議案第11号 特別職の職員で非常勤のものの報酬及び費用弁償に関する条例の一部改正 全員賛成可決
議案第12号 会計年度任用職員の給与及び費用弁償に関する条例の一部改正 全員賛成可決
議案第13号 国民健康保険税条例の一部改正 賛成8反対1可決
議案第14号 子ども・子育て会議条例の一部改正 全員賛成可決

議案第15号 特定教育・保育施設及び特定地域型保育事業の運営に関する基準を定める条例の
一部改正 全員賛成可決

議案第16号 家庭的保育事業等の設備及び運営に関する基準を定める条例の一部改正 全員賛成可決
議案第17号 放課後児童健全育成事業の設備及び運営に関する基準を定める条例の一部改正 全員賛成可決
議案第18号 障害者の日常生活及び社会生活を総合的に支援するための法律施行条例の一部改正 全員賛成可決
議案第19号 国民健康保険条例の一部改正 全員賛成可決
議案第20号 心身障害者手当支給条例の一部改正 全員賛成可決
議案第21号 都市公園条例の一部改正 全員賛成可決
議案第22号 町営住宅条例の一部改正 全員賛成可決
議案第23号 令和4年度一般会計補正予算（第8号） 全員賛成可決
議案第24号 令和4年度国民健康保険特別会計補正予算（第3号） 全員賛成可決
議案第25号 令和4年度介護保険特別会計補正予算（第3号） 全員賛成可決
議案第26号 令和4年度公共下水道事業特別会計補正予算（第3号） 全員賛成可決
議案第27号 令和5年度一般会計予算 全員賛成可決
議案第28号 令和5年度国民健康保険特別会計予算 賛成8反対1可決
議案第29号 令和5年度後期高齢者医療特別会計予算 全員賛成可決
議案第30号 令和5年度介護保険特別会計予算 全員賛成可決
議案第31号 令和5年度介護サービス事業特別会計予算 全員賛成可決
議案第32号 令和5年度公共下水道事業特別会計予算 全員賛成可決
議案第33号 令和5年度豊山町一般会計補正予算（第1号） 全員賛成可決
発議第1号 議会個人情報の保護に関する条例の制定 全員賛成可決
発議第2号 保育士の配置基準改善を求める意見書の提出 全員賛成採択

議長は議決には加わりません　太字は次項に掲載

議 案 一 覧
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３月１3日（月）７人が質問に立った。
一問一答方式で、制限時間は答弁を含み１人６０分。

　一般質問とは、町が行っている事業や計画について議員が住民に
代わって質問したり要望を伝えたり、今後の町のあり方について議
論、提言することである。

あなたの想い、議会へ

一般質問

ラインナ
ップ

◎全文記録（議事録）は、６月上旬に町ホームページに掲載しますのでご覧ください。

議会だよりには、太字のみ掲載

Q.洪水対策について

A.各種基準に基づき計画を行う

9 8とよやま議会だよりNO.164　令和5年5月１日とよやま議会だよりNO.164　令和5年5月１日

キ
ラ
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キ
事
業

3
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会

議
案
P
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C
K
U
P

一
般
質
問

キ
ラ
メ
キ
事
業

3
月
定
例
会

議
案
P
I
C
K
U
P

一
般
質
問

お お ぐ ち

大口司郎 議員
OGUCHI Shiro

し ろ う

Q
現
在
の
杉
の
木
川
、
久
田
良

木
川
、
堂
前
川
の
河
道
の
状

況
は
ど
う
か
。
洪
水
時
の
水
位
は

実
際
に
ど
れ
く
ら
い
な
の
か
。

　
境
川
の
改
修
計
画
の
概
要
は
。

基
幹
的
広
域
防
災
拠
点
の
下
流
部

の
中
江
川
へ
樋
管
で
放
流
さ
れ
る

と
聞
い
て
い
る
が
、進
捗
状
況
は
。

A
産
業
建
設
部
長

杉
の
木
川
、
久
田
良
木
川
、

堂
前
川
は
、
昭
和
51
年
度
に
策
定

し
た
全
体
計
画
に
基
づ
き
、
10
年

に
１
回
程
度
発
生
す
る
雨
に
耐
え

ら
れ
る
よ
う
、
改
修
を
順
次
行
っ

て
い
る
。
近
年
、
計
画
策
定
当
時

の
降
雨
量
よ
り
多
く
な
っ
て
い
る

の
で
、
全
体
計
画
の
見
直
し
を
行

い
、
流
下
能
力
を
有
し
て
い
る
こ

と
を
確
認
し
て
い
る
。

　
境
川
に
は
、
本
町
と
の
境
界
部

分
が
未
改
修
の
状
況
と
な
っ
て
い

る
。
名
古
屋
市
に
委
託
し
、
令
和

４
年
度
よ
り
10
年
に
１
回
程
度
発

生
す
る
雨
に
耐
え
ら
れ
る
よ
う
、

改
修
を
行
っ
て
い
る
。
基
幹
的
広

域
防
災
拠
点
か
ら
の
雨
水
排
水
を

中
江
川
に
流
す
下
水
道
管
き
ょ
は
、

県
が
施
工
す
る
こ
と
と
な
り
、
既

に
工
事
発
注
が
な
さ
れ
て
い
る
。

Q
境
川
の
洪
水
に
対
す
る
安
全

性
は
ど
う
か
。
想
定
さ
れ
て

い
る
確
率
降
雨
は
ど
う
か
。
溢
水

の
お
そ
れ
は
な
い
の
か
。
河
道
に

余
裕
は
設
け
ら
れ
て
い
る
の
か
。

　
同
様
に
、
杉
の
木
川
、
久
田
良

木
川
、
堂
前
川
の
洪
水
に
対
す
る

安
全
性
は
ど
う
か
。
防
災
拠
点
下

流
部
の
中
江
川
樋
管
ま
で
の
排
水

路
や
樋
管
の
洪
水
に
対
す
る
安
全

性
は
ど
う
か
。

A
産
業
建
設
部
長

境
川
、
杉
の
木
川
、
久
田
良

木
川
、堂
前
川
の
確
率
降
雨
は
、10

年
に
１
回
程
度
発
生
す
る
雨
で
あ

る
１
時
間
63
ミ
リ
で
あ
る
。
改
修

計
画
の
策
定
に
お
い
て
は
、
河
川

管
理
施
設
等
構
造
令
な
ど
各
種
基

準
に
基
づ
き
計
画
を
行
う
。
余
裕

高
は
、
適
正
に
設
け
て
い
る
。

　
中
江
川
ま
で
の
排
水
路
の
確
率

降
雨
は
、
５
年
に
１
回
程
度
発
生

す
る
雨
で
あ
る
１
時
間
52
ミ
リ
で
、

こ
れ
に
耐
え
ら
れ
る
大
き
さ
の
管

き
ょ
整
備
を
計
画
し
て
い
る
。
余

裕
率
は
適
正
に
見
込
ん
で
い
る
。

Q
久
田
良
木
川
排
水
機
場
に
つ

い
て
、
改
修
工
事
の
内
容
を

説
明
願
い
た
い
。
現
況
毎
秒
10
㎥

が
、
毎
秒
13
㎥
増
強
さ
れ
る
と
聞

い
た
が
そ
の
効
果
は
。
毎
秒
13
㎥

増
強
の
根
拠
は
。

　「
新
川
流
域
総
合
治
水
対
策
」

「
流
域
水
害
対
策
計
画
」
で
何
か

制
限
を
受
け
る
の
か
。
解
消
す
る

計
画
は
あ
る
の
か
。

A
産
業
建
設
部
長

排
水
機
場
は
毎
秒
10
㎥
の
能

力
で
供
用
を
し
て
い
る
。
し
か
し
、

基
地
内
の
形
質
変
更
や
都
市
化
に

よ
る
流
出
量
の
増
加
に
よ
り
、
ポ

ン
プ
ゲ
ー
ト
を
設
置
し
毎
秒
23
㎥

へ
増
強
す
る
。
効
果
に
つ
い
て
は
、

床
上
浸
水
の
解
消
を
図
る
。
改
修

工
事
は
、
名
古
屋
市
に
委
託
し
、

工
事
を
進
め
て
い
る
。

　
新
川
・
五
条
川
の
水
位
が
上
昇

し
、
越
水
・
破
堤
の
恐
れ
が
あ
る

と
き
、
破
堤
に
よ
る
壊
滅
的
な
被

害
を
避
け
る
た
め
、
新
川
流
域
排

水
調
整
要
綱
に
基
づ
き
、
排
水
停

止
を
行
う
場
合
が
あ
る
。

　
大
山
川
に
つ
い
て
は
、
河
川
改

修
や
調
節
池
の
整
備
が
河
川
整
備

計
画
に
位
置
付
け
ら
れ
て
い
る
の

で
、
早
期
に
完
了
す
る
よ
う
、
継

続
的
に
要
望
を
行
っ
て
い
る
。

Q
中
江
川
に
設
置
し
た
樋
管
の

性
能
に
つ
い
て
、
排
水
の
能

力
は
ど
の
程
度
の
も
の
な
の
か
。

こ
の
樋
管
に
つ
い
て
も
「
新
川
総

合
治
水
対
策
」「
流
域
水
害
対
策
計

画
」
の
制
限
を
受
け
る
の
か
。

　
基
幹
的
広
域
防
災
拠
点
に
つ
い

て
、
地
元
へ
の
説
明
や
姿
勢
に
つ

い
て
、
た
び
た
び
疑
問
視
さ
れ
る

こ
と
も
あ
っ
た
。
青
山
地
区
の
洪

水
に
関
し
て
、
豊
山
町
と
し
て
地

域
住
民
へ
の
適
切
な
説
明
を
繰
り

返
し
、
住
民
が
不
安
に
思
う
事
の

な
い
よ
う
に
し
て
い
た
だ
き
た
い
。

A
産
業
建
設
部
長

中
江
川
の
樋
管
か
ら
の
放
流

量
は
、
新
川
流
域
水
害
対
策
計
画

に
基
づ
き
、
中
江
川
の
能
力
や
下

流
域
で
氾
濫
が
生
じ
な
い
よ
う
毎

秒
２
．
３
２
５
㎥
で
許
可
を
受
け

て
い
る
。

　
基
幹
的
広
域
防
災
拠
点
か
ら
排

出
さ
れ
る
雨
水
は
、
こ
の
条
件
を

満
た
す
水
量
に
抑
え
る
対
策
と
し

て
、雨
水
調
整
池
を
設
け
る
な
ど
、

住
宅
地
に
配
慮
し
た
計
画
に
し
て

い
る
。
今
後
も
地
域
住
民
の
不
安

解
消
の
た
め
、
適
切
に
対
応
し
て

い
く
。
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３月１3日（月）７人が質問に立った。
一問一答方式で、制限時間は答弁を含み１人６０分。

　一般質問とは、町が行っている事業や計画について議員が住民に
代わって質問したり要望を伝えたり、今後の町のあり方について議
論、提言することである。

あなたの想い、議会へ

一般質問

ラインナ
ップ

◎全文記録（議事録）は、６月上旬に町ホームページに掲載しますのでご覧ください。

議会だよりには、太字のみ掲載

Q.洪水対策について

A.各種基準に基づき計画を行う

9 8とよやま議会だよりNO.164　令和5年5月１日とよやま議会だよりNO.164　令和5年5月１日

キ
ラ
メ
キ
事
業

3
月
定
例
会

議
案
P
I
C
K
U
P

一
般
質
問

キ
ラ
メ
キ
事
業

3
月
定
例
会

議
案
P
I
C
K
U
P

一
般
質
問

お お ぐ ち

大口司郎 議員
OGUCHI Shiro

し ろ う

1 大 口 司 郎 ●洪水対策について P.9

2 作 野 桂 子

○町のリーダーシップを
●子どもたちの参画を
○質の高い教育をみんなに
●資源を大切にする取り組みを
○なかよし会の開始時間見直しを

P.10

3 岩村みゆき ●ひとり親を孤立させないために
●アフターコロナの高齢者対策は P.11

4 岡 島 　 剛 ●消防団員の確保について
●デジタル人材について P.12

5 山 本 亮 介 ●豊山配水場におけるPFAS検出問題への町の対応 P.13

6 坪 井 孝 仁 ●部活動について（小学校での廃止、中学校での地域移行）
○学校施設改築・長寿命化計画について P.14
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00092075-230420.indd   800092075-230420.indd   8 2023/04/20   14:182023/04/20   14:18



３月１3日（月）７人が質問に立った。
一問一答方式で、制限時間は答弁を含み１人６０分。

　一般質問とは、町が行っている事業や計画について議員が住民に
代わって質問したり要望を伝えたり、今後の町のあり方について議
論、提言することである。

あなたの想い、議会へ

一般質問

ラインナ
ップ

◎全文記録（議事録）は、６月上旬に町ホームページに掲載しますのでご覧ください。

議会だよりには、太字のみ掲載

Q.洪水対策について

A.各種基準に基づき計画を行う

9 8とよやま議会だよりNO.164　令和5年5月１日とよやま議会だよりNO.164　令和5年5月１日

キ
ラ
メ
キ
事
業

3
月
定
例
会

議
案
P
I
C
K
U
P

一
般
質
問

キ
ラ
メ
キ
事
業

3
月
定
例
会

議
案
P
I
C
K
U
P

一
般
質
問

お お ぐ ち

大口司郎 議員
OGUCHI Shiro

し ろ う

Q
現
在
の
杉
の
木
川
、
久
田
良

木
川
、
堂
前
川
の
河
道
の
状

況
は
ど
う
か
。
洪
水
時
の
水
位
は

実
際
に
ど
れ
く
ら
い
な
の
か
。

　
境
川
の
改
修
計
画
の
概
要
は
。

基
幹
的
広
域
防
災
拠
点
の
下
流
部

の
中
江
川
へ
樋
管
で
放
流
さ
れ
る

と
聞
い
て
い
る
が
、進
捗
状
況
は
。

A
産
業
建
設
部
長

杉
の
木
川
、
久
田
良
木
川
、

堂
前
川
は
、
昭
和
51
年
度
に
策
定

し
た
全
体
計
画
に
基
づ
き
、
10
年

に
１
回
程
度
発
生
す
る
雨
に
耐
え

ら
れ
る
よ
う
、
改
修
を
順
次
行
っ

て
い
る
。
近
年
、
計
画
策
定
当
時

の
降
雨
量
よ
り
多
く
な
っ
て
い
る

の
で
、
全
体
計
画
の
見
直
し
を
行

い
、
流
下
能
力
を
有
し
て
い
る
こ

と
を
確
認
し
て
い
る
。

　
境
川
に
は
、
本
町
と
の
境
界
部

分
が
未
改
修
の
状
況
と
な
っ
て
い

る
。
名
古
屋
市
に
委
託
し
、
令
和

４
年
度
よ
り
10
年
に
１
回
程
度
発

生
す
る
雨
に
耐
え
ら
れ
る
よ
う
、

改
修
を
行
っ
て
い
る
。
基
幹
的
広

域
防
災
拠
点
か
ら
の
雨
水
排
水
を

中
江
川
に
流
す
下
水
道
管
き
ょ
は
、

県
が
施
工
す
る
こ
と
と
な
り
、
既

に
工
事
発
注
が
な
さ
れ
て
い
る
。

Q
境
川
の
洪
水
に
対
す
る
安
全

性
は
ど
う
か
。
想
定
さ
れ
て

い
る
確
率
降
雨
は
ど
う
か
。
溢
水

の
お
そ
れ
は
な
い
の
か
。
河
道
に

余
裕
は
設
け
ら
れ
て
い
る
の
か
。

　
同
様
に
、
杉
の
木
川
、
久
田
良

木
川
、
堂
前
川
の
洪
水
に
対
す
る

安
全
性
は
ど
う
か
。
防
災
拠
点
下

流
部
の
中
江
川
樋
管
ま
で
の
排
水

路
や
樋
管
の
洪
水
に
対
す
る
安
全

性
は
ど
う
か
。

A
産
業
建
設
部
長

境
川
、
杉
の
木
川
、
久
田
良

木
川
、堂
前
川
の
確
率
降
雨
は
、10

年
に
１
回
程
度
発
生
す
る
雨
で
あ

る
１
時
間
63
ミ
リ
で
あ
る
。
改
修

計
画
の
策
定
に
お
い
て
は
、
河
川

管
理
施
設
等
構
造
令
な
ど
各
種
基

準
に
基
づ
き
計
画
を
行
う
。
余
裕

高
は
、
適
正
に
設
け
て
い
る
。

　
中
江
川
ま
で
の
排
水
路
の
確
率

降
雨
は
、
５
年
に
１
回
程
度
発
生

す
る
雨
で
あ
る
１
時
間
52
ミ
リ
で
、

こ
れ
に
耐
え
ら
れ
る
大
き
さ
の
管

き
ょ
整
備
を
計
画
し
て
い
る
。
余

裕
率
は
適
正
に
見
込
ん
で
い
る
。

Q
久
田
良
木
川
排
水
機
場
に
つ

い
て
、
改
修
工
事
の
内
容
を

説
明
願
い
た
い
。
現
況
毎
秒
10
㎥

が
、
毎
秒
13
㎥
増
強
さ
れ
る
と
聞

い
た
が
そ
の
効
果
は
。
毎
秒
13
㎥

増
強
の
根
拠
は
。

　「
新
川
流
域
総
合
治
水
対
策
」

「
流
域
水
害
対
策
計
画
」
で
何
か

制
限
を
受
け
る
の
か
。
解
消
す
る

計
画
は
あ
る
の
か
。

A
産
業
建
設
部
長

排
水
機
場
は
毎
秒
10
㎥
の
能

力
で
供
用
を
し
て
い
る
。
し
か
し
、

基
地
内
の
形
質
変
更
や
都
市
化
に

よ
る
流
出
量
の
増
加
に
よ
り
、
ポ

ン
プ
ゲ
ー
ト
を
設
置
し
毎
秒
23
㎥

へ
増
強
す
る
。
効
果
に
つ
い
て
は
、

床
上
浸
水
の
解
消
を
図
る
。
改
修

工
事
は
、
名
古
屋
市
に
委
託
し
、

工
事
を
進
め
て
い
る
。

　
新
川
・
五
条
川
の
水
位
が
上
昇

し
、
越
水
・
破
堤
の
恐
れ
が
あ
る

と
き
、
破
堤
に
よ
る
壊
滅
的
な
被

害
を
避
け
る
た
め
、
新
川
流
域
排

水
調
整
要
綱
に
基
づ
き
、
排
水
停

止
を
行
う
場
合
が
あ
る
。

　
大
山
川
に
つ
い
て
は
、
河
川
改

修
や
調
節
池
の
整
備
が
河
川
整
備

計
画
に
位
置
付
け
ら
れ
て
い
る
の

で
、
早
期
に
完
了
す
る
よ
う
、
継

続
的
に
要
望
を
行
っ
て
い
る
。

Q
中
江
川
に
設
置
し
た
樋
管
の

性
能
に
つ
い
て
、
排
水
の
能

力
は
ど
の
程
度
の
も
の
な
の
か
。

こ
の
樋
管
に
つ
い
て
も
「
新
川
総

合
治
水
対
策
」「
流
域
水
害
対
策
計

画
」
の
制
限
を
受
け
る
の
か
。

　
基
幹
的
広
域
防
災
拠
点
に
つ
い

て
、
地
元
へ
の
説
明
や
姿
勢
に
つ

い
て
、
た
び
た
び
疑
問
視
さ
れ
る

こ
と
も
あ
っ
た
。
青
山
地
区
の
洪

水
に
関
し
て
、
豊
山
町
と
し
て
地

域
住
民
へ
の
適
切
な
説
明
を
繰
り

返
し
、
住
民
が
不
安
に
思
う
事
の

な
い
よ
う
に
し
て
い
た
だ
き
た
い
。

A
産
業
建
設
部
長

中
江
川
の
樋
管
か
ら
の
放
流

量
は
、
新
川
流
域
水
害
対
策
計
画

に
基
づ
き
、
中
江
川
の
能
力
や
下

流
域
で
氾
濫
が
生
じ
な
い
よ
う
毎

秒
２
．
３
２
５
㎥
で
許
可
を
受
け

て
い
る
。

　
基
幹
的
広
域
防
災
拠
点
か
ら
排

出
さ
れ
る
雨
水
は
、
こ
の
条
件
を

満
た
す
水
量
に
抑
え
る
対
策
と
し

て
、雨
水
調
整
池
を
設
け
る
な
ど
、

住
宅
地
に
配
慮
し
た
計
画
に
し
て

い
る
。
今
後
も
地
域
住
民
の
不
安

解
消
の
た
め
、
適
切
に
対
応
し
て

い
く
。
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○なかよし会の開始時間見直しを
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Q.共用できる物を学校備品にしては

A.学校に働きかけていくA.
Q.アフターコロナの高齢者対策は

Q.
ひ
と
り
親
へ
や
さ
し
い
周
知
を

A.
周
知
や
内
容
の
充
実
に
努
め
る

Q.
子
ど
も
条
例
を
策
定
し
て
は

A.
条
例
の
制
定
に
つ
い
て
研
究
す
る

新たな施策を検討したいい わ む ら

岩村みゆき 議員
IWAMURA Miyuki

さ く の  け い こ

作野桂子 議員
SAKUNO Keiko

11 10とよやま議会だよりNO.164　令和5年5月１日とよやま議会だよりNO.164　令和5年5月１日

キ
ラ
メ
キ
事
業

3
月
定
例
会

議
案
P
I
C
K
U
P

一
般
質
問

キ
ラ
メ
キ
事
業

3
月
定
例
会

議
案
P
I
C
K
U
P

一
般
質
問

　
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症

に
よ
る
外
出
自
粛
、
イ
ベ
ン
ト
や

講
座
の
中
止
が
与
え
た
高
齢
者
へ

の
影
響
は
と
て
も
大
き
い
と
感
じ

て
い
る
。

Q
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
の

健
康
づ
く
り
・
介
護
予
防
の

教
室
は
現
在
、
１
０
０
％
開
催
さ

れ
て
い
る
か
。

A
生
活
福
祉
部
長

「
元
気
教
室
」
を
は
じ
め
と

す
る
６
教
室
は
、
令
和
４
年
度
は

１
０
０
％
開
催
し
て
い
る
。
参
加

人
数
も
令
和
３
年
度
は
延
べ
８
４

５
人
だ
っ
た
が
、
令
和
４
年
度
は

令
和
５
年
２
月
時
点
で
１
０
７
７

人
で
あ
り
増
加
傾
向
に
あ
る
。

Q
町
主
催
の
サ
ロ
ン
、
社
会
福

祉
協
議
会
の
サ
ロ
ン
は
、
ど

れ
く
ら
い
開
催
さ
れ
て
い
る
か
。

A
生
活
福
祉
部
長

町
主
催
の
サ
ロ
ン
は
令
和
３

年
度
、
９
回
の
開
催
だ
っ
た
が
、

令
和
４
年
度
は
毎
月
開
催
し
て
お

り
、
参
加
人
数
も
増
加
傾
向
に
あ

る
。

　
豊
山
町
社
会
福
祉
協
議
会
の
元

気
は
つ
ら
つ
サ
ロ
ン
は
、
令
和
４

年
度
は
毎
月
開
催
し
て
い
る
。

　
な
お
、
オ
レ
ン
ジ
カ
フ
ェ
に
つ

い
て
は
、
運
営
方
法
の
見
直
し
を

検
討
中
で
あ
る
た
め
、
未
開
催
の

状
況
と
な
っ
て
い
る
。

Q
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染

症
の
高
齢
者
へ
の
影
響
を
ど

う
捉
え
て
い
る
か
。

A
生
活
福
祉
部
長

様
々
な
影
響
が
出
て
い
る
と

推
察
す
る
。
通
所
系
サ
ー
ビ
ス
給

付
費
は
減
少
し
、
訪
問
系
サ
ー
ビ

ス
の
給
付
費
は
増
加
し
て
い
る
。

ま
た
、
要
介
護
・
要
支
援
者
認
定

数
が
増
加
し
て
い
る
状
況
で
あ
る
。

Q
ひ
と
り
暮
ら
し
高
齢
者
へ
新

た
な
施
策
が
必
要
で
は
。

A
生
活
福
祉
部
長

令
和
３
年
度
か
ら
、
65
歳
以

上
の
ひ
と
り
暮
ら
し
や
高
齢
者
の

み
の
世
帯
を
対
象
に
、
高
齢
者
登

録
制
度
を
実
施
し
て
い
る
。

　
今
後
に
つ
い
て
は
、
新
し
い
生

活
様
式
の
状
況
を
踏
ま
え
な
が
ら
、

新
た
な
施
策
に
つ
い
て
検
討
し
て

い
き
た
い
。

Q
や
む
を
得
ず
ひ
と
り
親
に
な

る
方
、
突
然
、
ひ
と
り
親
に

な
る
方
が
お
ら
れ
る
。
寄
り
添
う

支
援
策
と
し
て
、
町
の
制
度
、
県

の
制
度
、
社
会
福
祉
協
議
会
の
制

度
が
１
枚
に
ま
と
め
ら
れ
た
、
北

名
古
屋
市
に
あ
る
よ
う
な
「
ひ
と

り
親
支
援
ポ
ケ
ッ
ト
ガ
イ
ド
」
を

作
成
し
て
は
ど
う
か
。

A
生
活
福
祉
部
長

ひ
と
り
親
家
庭
へ
の
支
援
策

に
つ
い
て
は
、
町
の
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
や
子
育
て
支
援
ア
プ
リ
「
ｋ
ｉ

ｋ
ｏ
ｔ
ｔ
ｏ
」
に
、
支
給
さ
れ
る

各
種
手
当
の
ほ
か
、
相
談
窓
口
な

ど
を
紹
介
し
て
い
る
。

　
ま
た
、
児
童
扶
養
手
当
に
係
る

現
況
届
の
提
出
を
お
願
い
す
る
際

に
は
、
愛
知
県
や
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク

の
制
度
を
併
せ
て
案
内
し
て
い
る
。

　
今
後
は
、
子
育
て
に
関
す
る
情

報
を
集
約
し
た
子
育
て
支
援
ア
プ

リ
の
更
な
る
周
知
や
内
容
の
充
実

に
努
め
て
ま
い
り
た
い
。
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Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
の
目
標
期
限
、
２
０

３
０
年
ま
で
後
７
年
し
か
な
い
。

「
こ
れ
さ
え
や
っ
て
お
け
ば
良
い
」

と
い
う
模
範
解
答
が
な
く
、
行

政
・
企
業
・
町
民
・
地
球
に
住
む

全
員
が
知
恵
を
絞
っ
て
取
り
組
む

べ
き
課
題
で
あ
る
。
町
は
「
ワ
ン
・

モ
ア
・
ア
ク
シ
ョ
ン
」
町
民
が
何

か
一
つ
で
も
行
動
を
起
こ
せ
る
よ

う
、
積
極
的
に
活
動
を
促
し
て
い

く
必
要
が
あ
る
。

Q
使
用
年
数
が
限
定
さ
れ
る
算

数
セ
ッ
ト
や
使
用
回
数
が
少

な
い
彫
刻
刀
な
ど
の
教
材
の
う
ち
、

共
用
で
き
る
物
は
学
校
備
品
に
し

て
は
ど
う
か
。

A
教
育
委
員
会
事
務
局
長

算
数
セ
ッ
ト
の
う
ち
、
プ
ラ

ス
チ
ッ
ク
製
の
時
計
な
ど
の
共
用

化
な
ど
見
直
し
を
進
め
て
い
る
。

今
後
、
更
に
共
有
で
き
る
教
材
が

な
い
か
、
リ
ユ
ー
ス
を
含
め
て
学

校
に
働
き
か
け
て
い
く
。

Q
一
部
の
学
校
で
実
施
さ
れ
て

い
る
よ
う
に
教
材
や
制
服
の

リ
ユ
ー
ス
を
実
施
し
、
も
の
を
大

切
に
す
る
心
を
育
む
取
り
組
み
を

し
て
は
ど
う
か
。
特
に
、
中
学
生

の
制
服
は
早
期
実
施
を
望
む
声
が

た
く
さ
ん
あ
る
が
、
ど
う
か
。

A
教
育
委
員
会
事
務
局
長

こ
れ
ま
で
未
実
施
の
学
校
に

は
情
報
提
供
を
す
る
な
ど
、
次
年

度
以
降
の
開
催
を
支
援
し
て
い
き

た
い
と
考
え
て
い
る
。

Q
南
館
ひ
ま
わ
り
で
実
施
さ
れ

て
い
る
「
お
し
ゃ
べ
り
テ
ラ

ス
」
で
は
、
交
流
だ
け
で
な
く
、

保
育
園
や
幼
稚
園
グ
ッ
ズ
や
子
ど

も
服
な
ど
が
リ
ユ
ー
ス
さ
れ
好
評

で
あ
る
。
一
時
期
し
か
使
用
し
な

い
チ
ャ
イ
ル
ド
シ
ー
ト
な
ど
の
赤

ち
ゃ
ん
用
品
、
特
に
多
胎
児
の
レ

ン
タ
ル
を
実
施
し
て
は
ど
う
か
。

A
生
活
福
祉
部
長

利
用
者
の
声
を
踏
ま
え
、
赤

ち
ゃ
ん
用
品
の
レ
ン
タ
ル
や
リ

ユ
ー
ス
事
業
に
つ
い
て
関
係
部
署

な
ど
と
共
に
検
討
し
た
い
。

　
日
本
で
は
、
令
和
５
年
４
月
１

日
に
こ
ど
も
家
庭
庁
が
設
立
さ
れ

こ
ど
も
基
本
法
が
施
行
さ
れ
る
。

　
子
ど
も
た
ち
は
、
大
人
や
社
会

か
ら
見
守
ら
れ
て
育
て
ら
れ
る
存

在
で
あ
る
と
同
時
に
、
小
さ
い
な

が
ら
も
町
民
と
し
て
大
人
と
共
に

社
会
を
担
う
パ
ー
ト
ナ
ー
で
あ
る
。

大
人
と
子
ど
も
が
一
緒
に
町
の
未

来
を
考
え
、
一
緒
に
活
動
す
る
経

験
を
通
し
て
育
つ
か
ら
こ
そ
地
域

へ
の
愛
が
育
ち
、
豊
か
な
ま
ち
づ

く
り
に
つ
な
が
る
と
考
え
る
。

Q
子
ど
も
条
例
を
策
定
す
る
べ

き
と
考
え
る
が
町
の
考
え
は
。

A
生
活
福
祉
部
長

今
後
は
「
こ
ど
も
基
本
法
」

の
趣
旨
を
踏
ま
え
、
町
が
行
う
子

ど
も
施
策
の
内
容
や
そ
の
方
向
性

を
定
め
て
い
く
中
で
条
例
の
制
定

に
つ
い
て
慎
重
に
研
究
し
て
い
く
。

　こどもや若者のみなさんは、一人ひとりが大切な存
在です。みなさんが自分らしく健やかに幸せに成長で
きるように、社会全体で支えていくことがとても重要
です。そこで、大人が中心になっていたこの国や社会
のかたちを「こどもまんなか」へと変えていく司令塔
として、こども家庭庁という新しい組織をつくること
になりました。

こども家庭庁設立準備室「こども家庭庁について」より抜粋
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新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症

に
よ
る
外
出
自
粛
、
イ
ベ
ン
ト
や

講
座
の
中
止
が
与
え
た
高
齢
者
へ

の
影
響
は
と
て
も
大
き
い
と
感
じ

て
い
る
。

Q
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
の

健
康
づ
く
り
・
介
護
予
防
の

教
室
は
現
在
、
１
０
０
％
開
催
さ

れ
て
い
る
か
。

A
生
活
福
祉
部
長

「
元
気
教
室
」
を
は
じ
め
と

す
る
６
教
室
は
、
令
和
４
年
度
は

１
０
０
％
開
催
し
て
い
る
。
参
加

人
数
も
令
和
３
年
度
は
延
べ
８
４

５
人
だ
っ
た
が
、
令
和
４
年
度
は

令
和
５
年
２
月
時
点
で
１
０
７
７

人
で
あ
り
増
加
傾
向
に
あ
る
。

Q
町
主
催
の
サ
ロ
ン
、
社
会
福

祉
協
議
会
の
サ
ロ
ン
は
、
ど

れ
く
ら
い
開
催
さ
れ
て
い
る
か
。

A
生
活
福
祉
部
長

町
主
催
の
サ
ロ
ン
は
令
和
３

年
度
、
９
回
の
開
催
だ
っ
た
が
、

令
和
４
年
度
は
毎
月
開
催
し
て
お

り
、
参
加
人
数
も
増
加
傾
向
に
あ

る
。

　
豊
山
町
社
会
福
祉
協
議
会
の
元

気
は
つ
ら
つ
サ
ロ
ン
は
、
令
和
４

年
度
は
毎
月
開
催
し
て
い
る
。

　
な
お
、
オ
レ
ン
ジ
カ
フ
ェ
に
つ

い
て
は
、
運
営
方
法
の
見
直
し
を

検
討
中
で
あ
る
た
め
、
未
開
催
の

状
況
と
な
っ
て
い
る
。

Q
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染

症
の
高
齢
者
へ
の
影
響
を
ど

う
捉
え
て
い
る
か
。

A
生
活
福
祉
部
長

様
々
な
影
響
が
出
て
い
る
と

推
察
す
る
。
通
所
系
サ
ー
ビ
ス
給

付
費
は
減
少
し
、
訪
問
系
サ
ー
ビ

ス
の
給
付
費
は
増
加
し
て
い
る
。

ま
た
、
要
介
護
・
要
支
援
者
認
定

数
が
増
加
し
て
い
る
状
況
で
あ
る
。

Q
ひ
と
り
暮
ら
し
高
齢
者
へ
新

た
な
施
策
が
必
要
で
は
。

A
生
活
福
祉
部
長

令
和
３
年
度
か
ら
、
65
歳
以

上
の
ひ
と
り
暮
ら
し
や
高
齢
者
の

み
の
世
帯
を
対
象
に
、
高
齢
者
登

録
制
度
を
実
施
し
て
い
る
。

　
今
後
に
つ
い
て
は
、
新
し
い
生

活
様
式
の
状
況
を
踏
ま
え
な
が
ら
、

新
た
な
施
策
に
つ
い
て
検
討
し
て

い
き
た
い
。

Q
や
む
を
得
ず
ひ
と
り
親
に
な

る
方
、
突
然
、
ひ
と
り
親
に

な
る
方
が
お
ら
れ
る
。
寄
り
添
う

支
援
策
と
し
て
、
町
の
制
度
、
県

の
制
度
、
社
会
福
祉
協
議
会
の
制

度
が
１
枚
に
ま
と
め
ら
れ
た
、
北

名
古
屋
市
に
あ
る
よ
う
な
「
ひ
と

り
親
支
援
ポ
ケ
ッ
ト
ガ
イ
ド
」
を

作
成
し
て
は
ど
う
か
。

A
生
活
福
祉
部
長

ひ
と
り
親
家
庭
へ
の
支
援
策

に
つ
い
て
は
、
町
の
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
や
子
育
て
支
援
ア
プ
リ
「
ｋ
ｉ

ｋ
ｏ
ｔ
ｔ
ｏ
」
に
、
支
給
さ
れ
る

各
種
手
当
の
ほ
か
、
相
談
窓
口
な

ど
を
紹
介
し
て
い
る
。

　
ま
た
、
児
童
扶
養
手
当
に
係
る

現
況
届
の
提
出
を
お
願
い
す
る
際

に
は
、
愛
知
県
や
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク

の
制
度
を
併
せ
て
案
内
し
て
い
る
。

　
今
後
は
、
子
育
て
に
関
す
る
情

報
を
集
約
し
た
子
育
て
支
援
ア
プ

リ
の
更
な
る
周
知
や
内
容
の
充
実

に
努
め
て
ま
い
り
た
い
。
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Q. PFAS検出、町の所感は
A.県や水道企業団と連携し対応 A.充実・強化に務める

Q.
デ
ジ
タ
ル
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材
の
確
保
は

A.
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Q
Ｐ
Ｆ
Ａ
Ｓ
（
ピ
ー
フ
ァ
ス
）

と
は
、
４
７
３
０
種
類
も
の

有
機
フ
ッ
素
化
合
物
の
総
称
で
あ

る
。
今
回
は
そ
の
う
ち
Ｐ
Ｆ
Ｏ
Ｓ

（
ピ
ー
フ
ォ
ス
）と
Ｐ
Ｆ
Ｏ
Ａ（
ピ
ー

フ
ォ
ア
）
を
取
り
上
げ
、
そ
の
総

称
を
Ｐ
Ｆ
Ａ
Ｓ
と
呼
ぶ
。
Ｐ
Ｆ
Ａ

Ｓ
は
耐
熱
性
や
耐
薬
性
に
優
れ
て

お
り
、フ
ラ
イ
パ
ン
の
表
面
加
工
、

撥
水
剤
や
泡
消
火
剤
と
し
て
幅
広

く
使
用
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
、
環

境
中
や
生
物
の
体
内
で
分
解
さ
れ

に
く
く
、
高
い
蓄
積
性
が
あ
る
。

　
豊
山
町
と
北
名
古
屋
市
に
上
水

道
を
供
給
し
て
い
る
北
名
古
屋
水

道
企
業
団
が
令
和
３
年
３
月
、
豊

山
配
水
場
を
調
べ
た
と
こ
ろ
、
浄

水
で
１
リ
ッ
ト
ル
あ
た
り
１
５
０

ナ
ノ
グ
ラ
ム
、
原
水
で
１
リ
ッ
ト

ル
あ
た
り
１
７
５
ナ
ノ
グ
ラ
ム
検

出
さ
れ
、
厚
生
労
働
省
が
定
め
た

暫
定
目
標
値
を
上
回
っ
た
。

　
そ
の
た
め
、
北
名
古
屋
水
道
企

業
団
は
令
和
３
年
３
月
17
日
、
豊

山
配
水
場
か
ら
の
配
水
を
停
止
し

て
い
る
。
今
後
は
安
心
・
安
全
を

最
優
先
と
捉
え
、
継
続
的
な
水
質

試
験
を
実
施
し
安
全
が
確
認
さ
れ

る
ま
で
は
配
水
を
再
開
し
な
い
こ

と
、試
験
結
果
に
つ
い
て
は
都
度
、

情
報
提
供
に
努
め
て
い
く
と
し
て

い
る
。

　
豊
山
配
水
場
か
ら
Ｐ
Ｆ
Ａ
Ｓ
が

検
出
さ
れ
た
件
に
つ
い
て
、
町
と

し
て
は
ど
の
よ
う
な
所
感
を
持
っ

て
い
る
か
。

A
生
活
福
祉
部
長

環
境
省
と
厚
生
労
働
省
が
策

定
し
た
「
Ｐ
Ｆ
Ｏ
Ｓ
及
び
Ｐ
Ｆ
Ｏ

Ａ
に
関
す
る
対
応
の
手
引
き
」
に

よ
る
と
、
水
質
検
査
の
結
果
、
暫

定
目
標
値
を
超
え
る
Ｐ
Ｆ
Ｏ
Ｓ
や

Ｐ
Ｆ
Ｏ
Ａ
が
検
出
さ
れ
た
場
合

は
、
経
年
的
な
推
移
を
把
握
す
る

こ
と
が
望
ま
し
い
と
さ
れ
て
い
る
。

　
水
道
企
業
団
は
、
こ
の
「
手
引

き
」
に
基
づ
き
、
こ
れ
ま
で
５
回

の
水
質
検
査
を
実
施
し
て
い
る
。

令
和
３
年
９
月
に
実
施
さ
れ
た
２

回
目
の
検
査
で
は
１
リ
ッ
ト
ル
あ

た
り
５
４
ナ
ノ
グ
ラ
ム
が
検
出
さ

れ
た
が
、
３
回
目
、
４
回
目
、
５

回
目
の
検
査
で
は
目
標
値
を
下
回

る
結
果
と
な
っ
て
い
る
。

　
一
部
の
住
民
の
方
か
ら
は
不
安

の
声
が
届
い
て
い
る
が
、
現
在
の

水
質
検
査
で
は
目
標
値
を
下
回
っ

て
い
る
こ
と
、
有
機
フ
ッ
素
化
合

物
に
関
す
る
対
応
基
準
が
曖
昧
な

こ
と
か
ら
町
と
し
て
は
そ
の
対
応

に
苦
慮
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。

　
引
き
続
き
、
愛
知
県
や
水
道
企

業
団
と
連
携
を
取
り
対
応
し
て
ま

い
り
た
い
と
考
え
て
い
る
。

Q
沖
縄
で
は
、
地
元
市
民
団
体

の
「
有
機
フ
ッ
素
化
合
物
汚

染
か
ら
市
民
の
生
命
を
守
る
連
絡

会
」
が
昨
夏
、
宜
野
湾
市
や
嘉
手

納
町
な
ど
６
市
町
村
の
住
民
３
８

７
人
を
対
象
に
血
中
濃
度
検
査
を

実
施
し
た
。
い
ず
れ
の
市
町
村
の

住
民
の
平
均
血
中
濃
度
も
、
環
境

省
が
２
０
２
１
年
に
実
施
し
た
全

国
調
査
の
平
均
値
を
大
き
く
上
回

り
、
う
ち
27
人
は
、
ド
イ
ツ
の
専

門
機
関
が
、
健
康
上
の
リ
ス
ク
が

生
じ
早
急
に
曝
露
量
を
減
ら
す
必

要
性
が
あ
る
と
指
摘
す
る
濃
度
を

上
回
っ
た
。
豊
山
町
で
も
住
民
団

体
が
６
月
か
ら
血
液
検
査
を
実
施

す
る
と
い
う
報
道
も
あ
る
。

　
こ
の
問
題
は
第
一
義
的
に
は
汚

染
源
と
な
っ
て
い
る
事
業
者
や
そ

れ
を
監
督
す
る
県
や
国
の
責
任
だ

と
思
っ
て
い
る
。
そ
こ
で
、
国
や

県
に
対
し
、
汚
染
源
や
汚
染
時
期

の
調
査
、
血
液
検
査
や
健
康
実
態

の
調
査
を
求
め
る
こ
と
を
要
望
す

る
が
、
ど
う
か
。

A
生
活
福
祉
部
長

町
と
し
て
は
、
北
名
古
屋
水

道
企
業
団
が
定
期
的
に
行
っ
て
い

る
豊
山
配
水
場
で
の
水
質
検
査
の

結
果
を
注
視
し
て
お
り
、
今
後
継

続
的
に
暫
定
目
標
値
を
上
回
る
よ

う
な
結
果
が
出
た
場
合
に
は
、
国

や
県
に
調
査
を
要
望
し
て
ま
い
り

た
い
と
考
え
て
い
る
。
な
お
、
国

に
お
い
て
、
令
和
２
年
度
に
、
水

道
法
に
お
け
る
有
機
フ
ッ
素
化
合

物
の
位
置
づ
け
が
見
直
さ
れ
、
現

在
、
必
要
な
情
報
・
知
見
が
収
集

さ
れ
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。
今

後
も
愛
知
県
や
水
道
企
業
団
と
し

っ
か
り
連
携
を
図
り
な
が
ら
、
豊

山
配
水
場
の
水
質
検
査
結
果
や
国

の
動
向
を
注
視
し
て
い
く
。

00092075-230420.indd   1300092075-230420.indd   13 2023/04/20   14:182023/04/20   14:18

Q. PFAS検出、町の所感は
A.県や水道企業団と連携し対応 A.充実・強化に務める

Q.
デ
ジ
タ
ル
人
材
の
確
保
は

A.
人
事
担
当
と
連
携
し
取
り
組
む

Q.消防団員の確保は
お か じ ま

岡島　剛 議員
OKAJIMA Tsuyoshi

つ よ しや ま も と りょう す け

山本亮介 議員
YAMAMOTO Ryosuke

13 12とよやま議会だよりNO.164　令和5年5月１日とよやま議会だよりNO.164　令和5年5月１日

キ
ラ
メ
キ
事
業

3
月
定
例
会

議
案
P
I
C
K
U
P

一
般
質
問

キ
ラ
メ
キ
事
業

3
月
定
例
会

議
案
P
I
C
K
U
P

一
般
質
問

Q
消
防
団
員
の
高
齢
化
や
消
防

団
員
数
の
減
少
が
、
全
国
的

な
問
題
と
な
っ
て
い
る
。
現
在
、

豊
山
町
で
は
消
防
団
員
が
定
足
数

を
満
た
し
て
い
る
が
、
今
後
、
消

防
団
員
の
不
足
や
高
齢
化
が
懸
念

さ
れ
る
。

　
豊
山
町
消
防
団
に
は
５
名
の
女

性
消
防
団
員
が
お
り
、
そ
の
う
ち

１
名
は
県
操
法
大
会
出
場
メ
ン

バ
ー
と
し
て
練
習
に
励
ん
で
お
り
、

大
変
頼
も
し
く
感
じ
て
い
る
。

　
女
性
消
防
団
員
の
登
用
が
必
要

だ
と
思
う
が
、
ど
う
考
え
て
い
る

の
か
。今
後
の
消
防
団
員
の
確
保
、

消
防
団
の
役
割
や
活
動
に
つ
い
て

ど
の
よ
う
に
考
え
る
の
か
。

A
企
画
調
整
部
長

消
防
団
は
、
消
火
活
動
の
み

な
ら
ず
、
地
震
や
風
水
害
な
ど
の

大
規
模
災
害
時
の
救
出
活
動
や
避

難
誘
導
な
ど
、
本
町
の
防
災
活
動

に
お
け
る
重
要
な
役
割
を
担
っ
て

い
る
。
団
員
の
確
保
は
、
町
民
の

安
心
・
安
全
を
守
る
た
め
に
必
要

不
可
欠
と
考
え
る
。

　
女
性
消
防
団
員
の
登
用
は
、
団

員
確
保
の
観
点
か
ら
、ま
た
、
女
性

の
視
点
に
よ
る
救
助
や
ケ
ア
な
ど
の

活
動
の
観
点
か
ら
も
、
大
変
効
果

が
高
い
も
の
と
認
識
し
て
い
る
。

　
一
般
団
員
も
含
め
て
、
広
く
女

性
消
防
団
員
の
参
画
を
呼
び
掛
け

る
と
と
も
に
、
引
き
続
き
、
若
者

に
対
し
て
入
団
促
進
の
Ｐ
Ｒ
活
動

を
行
う
ほ
か
、
新
た
に
民
間
事
業

所
へ
の
協
力
要
請
な
ど
を
開
始

し
、
消
防
団
の
充
実
・
強
化
に
努

め
る
。

Q
令
和
５
年
２
月
に
豊
山
町
Ｄ

Ｘ
推
進
計
画
が
示
さ
れ
た
。

こ
の
計
画
で
は
、
少
子
高
齢
化
へ

の
対
応
や
行
政
コ
ス
ト
削
減
に
向

け
、
行
政
手
続
き
の
オ
ン
ラ
イ
ン

化
、
業
務
の
省
力
化
・
効
率
化
な

ど
を
目
的
と
し
て
い
る
。

　
こ
れ
ら
の
目
的
を
実
現
し
て
い

く
た
め
に
は
、
デ
ジ
タ
ル
に
関
す

る
専
門
知
識
を
持
っ
た
人
材
が
欠

か
せ
な
い
。

　
本
町
の
よ
う
に
小
規
模
な
自
治

体
に
は
、
デ
ジ
タ
ル
に
関
す
る
専

門
知
識
を
持
っ
た
職
員
は
少
な
い

と
思
う
が
、
ど
の
よ
う
な
対
応
を

考
え
て
い
る
の
か
。

A
企
画
調
整
部
長

令
和
５
年
２
月
か
ら
デ
ジ
タ

ル
の
専
門
的
な
知
見
を
持
つ
外
部

人
材
と
し
て
、
総
務
省
の
Ｉ
Ｃ
Ｔ

地
域
マ
ネ
ー
ジ
ャ
ー
を
務
め
ら
れ

る
方
に
、
本
町
の
Ｉ
Ｃ
Ｔ
監
理
ア

ド
バ
イ
ザ
ー
を
依
頼
し
た
。
令
和

５
年
度
か
ら
は
、
Ｄ
Ｘ
推
進
の
た

め
の
シ
ス
テ
ム
調
達
や
情
報
シ
ス

テ
ム
標
準
化
に
関
す
る
技
術
的
な

助
言
、
支
援
を
い
た
だ
く
予
定
と

し
て
い
る
。

　
人
材
の
育
成
に
つ
い
て
は
、
職

員
全
体
の
デ
ジ
タ
ル
リ
テ
ラ
シ
ー

の
向
上
を
図
る
た
め
、
令
和
４
年

10
月
に
Ｄ
Ｘ
推
進
研
修
と
情
報
セ

キ
ュ
リ
テ
ィ
研
修
を
行
っ
た
。

　
今
後
は
、
人
事
担
当
と
連
携
を

図
り
な
が
ら
、
職
員
の
デ
ジ
タ
ル

技
術
へ
の
理
解
と
そ
れ
を
活
用
で

き
る
ス
キ
ル
向
上
に
向
け
た
取
り

組
み
を
進
め
て
い
く
。

県操法大会出場に向けて猛練習
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Q
Ｐ
Ｆ
Ａ
Ｓ
（
ピ
ー
フ
ァ
ス
）

と
は
、
４
７
３
０
種
類
も
の

有
機
フ
ッ
素
化
合
物
の
総
称
で
あ

る
。
今
回
は
そ
の
う
ち
Ｐ
Ｆ
Ｏ
Ｓ

（
ピ
ー
フ
ォ
ス
）と
Ｐ
Ｆ
Ｏ
Ａ（
ピ
ー

フ
ォ
ア
）
を
取
り
上
げ
、
そ
の
総

称
を
Ｐ
Ｆ
Ａ
Ｓ
と
呼
ぶ
。
Ｐ
Ｆ
Ａ

Ｓ
は
耐
熱
性
や
耐
薬
性
に
優
れ
て

お
り
、フ
ラ
イ
パ
ン
の
表
面
加
工
、

撥
水
剤
や
泡
消
火
剤
と
し
て
幅
広

く
使
用
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
、
環

境
中
や
生
物
の
体
内
で
分
解
さ
れ

に
く
く
、
高
い
蓄
積
性
が
あ
る
。

　
豊
山
町
と
北
名
古
屋
市
に
上
水

道
を
供
給
し
て
い
る
北
名
古
屋
水

道
企
業
団
が
令
和
３
年
３
月
、
豊

山
配
水
場
を
調
べ
た
と
こ
ろ
、
浄

水
で
１
リ
ッ
ト
ル
あ
た
り
１
５
０

ナ
ノ
グ
ラ
ム
、
原
水
で
１
リ
ッ
ト

ル
あ
た
り
１
７
５
ナ
ノ
グ
ラ
ム
検

出
さ
れ
、
厚
生
労
働
省
が
定
め
た

暫
定
目
標
値
を
上
回
っ
た
。

　
そ
の
た
め
、
北
名
古
屋
水
道
企

業
団
は
令
和
３
年
３
月
17
日
、
豊

山
配
水
場
か
ら
の
配
水
を
停
止
し

て
い
る
。
今
後
は
安
心
・
安
全
を

最
優
先
と
捉
え
、
継
続
的
な
水
質

試
験
を
実
施
し
安
全
が
確
認
さ
れ

る
ま
で
は
配
水
を
再
開
し
な
い
こ

と
、試
験
結
果
に
つ
い
て
は
都
度
、

情
報
提
供
に
努
め
て
い
く
と
し
て

い
る
。

　
豊
山
配
水
場
か
ら
Ｐ
Ｆ
Ａ
Ｓ
が

検
出
さ
れ
た
件
に
つ
い
て
、
町
と

し
て
は
ど
の
よ
う
な
所
感
を
持
っ

て
い
る
か
。

A
生
活
福
祉
部
長

環
境
省
と
厚
生
労
働
省
が
策

定
し
た
「
Ｐ
Ｆ
Ｏ
Ｓ
及
び
Ｐ
Ｆ
Ｏ

Ａ
に
関
す
る
対
応
の
手
引
き
」
に

よ
る
と
、
水
質
検
査
の
結
果
、
暫

定
目
標
値
を
超
え
る
Ｐ
Ｆ
Ｏ
Ｓ
や

Ｐ
Ｆ
Ｏ
Ａ
が
検
出
さ
れ
た
場
合

は
、
経
年
的
な
推
移
を
把
握
す
る

こ
と
が
望
ま
し
い
と
さ
れ
て
い
る
。

　
水
道
企
業
団
は
、
こ
の
「
手
引

き
」
に
基
づ
き
、
こ
れ
ま
で
５
回

の
水
質
検
査
を
実
施
し
て
い
る
。

令
和
３
年
９
月
に
実
施
さ
れ
た
２

回
目
の
検
査
で
は
１
リ
ッ
ト
ル
あ

た
り
５
４
ナ
ノ
グ
ラ
ム
が
検
出
さ

れ
た
が
、
３
回
目
、
４
回
目
、
５

回
目
の
検
査
で
は
目
標
値
を
下
回

る
結
果
と
な
っ
て
い
る
。

　
一
部
の
住
民
の
方
か
ら
は
不
安

の
声
が
届
い
て
い
る
が
、
現
在
の

水
質
検
査
で
は
目
標
値
を
下
回
っ

て
い
る
こ
と
、
有
機
フ
ッ
素
化
合

物
に
関
す
る
対
応
基
準
が
曖
昧
な

こ
と
か
ら
町
と
し
て
は
そ
の
対
応

に
苦
慮
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。

　
引
き
続
き
、
愛
知
県
や
水
道
企

業
団
と
連
携
を
取
り
対
応
し
て
ま

い
り
た
い
と
考
え
て
い
る
。

Q
沖
縄
で
は
、
地
元
市
民
団
体

の
「
有
機
フ
ッ
素
化
合
物
汚

染
か
ら
市
民
の
生
命
を
守
る
連
絡

会
」
が
昨
夏
、
宜
野
湾
市
や
嘉
手

納
町
な
ど
６
市
町
村
の
住
民
３
８

７
人
を
対
象
に
血
中
濃
度
検
査
を

実
施
し
た
。
い
ず
れ
の
市
町
村
の

住
民
の
平
均
血
中
濃
度
も
、
環
境

省
が
２
０
２
１
年
に
実
施
し
た
全

国
調
査
の
平
均
値
を
大
き
く
上
回

り
、
う
ち
27
人
は
、
ド
イ
ツ
の
専

門
機
関
が
、
健
康
上
の
リ
ス
ク
が

生
じ
早
急
に
曝
露
量
を
減
ら
す
必

要
性
が
あ
る
と
指
摘
す
る
濃
度
を

上
回
っ
た
。
豊
山
町
で
も
住
民
団

体
が
６
月
か
ら
血
液
検
査
を
実
施

す
る
と
い
う
報
道
も
あ
る
。

　
こ
の
問
題
は
第
一
義
的
に
は
汚

染
源
と
な
っ
て
い
る
事
業
者
や
そ

れ
を
監
督
す
る
県
や
国
の
責
任
だ

と
思
っ
て
い
る
。
そ
こ
で
、
国
や

県
に
対
し
、
汚
染
源
や
汚
染
時
期

の
調
査
、
血
液
検
査
や
健
康
実
態

の
調
査
を
求
め
る
こ
と
を
要
望
す

る
が
、
ど
う
か
。

A
生
活
福
祉
部
長

町
と
し
て
は
、
北
名
古
屋
水

道
企
業
団
が
定
期
的
に
行
っ
て
い

る
豊
山
配
水
場
で
の
水
質
検
査
の

結
果
を
注
視
し
て
お
り
、
今
後
継

続
的
に
暫
定
目
標
値
を
上
回
る
よ

う
な
結
果
が
出
た
場
合
に
は
、
国

や
県
に
調
査
を
要
望
し
て
ま
い
り

た
い
と
考
え
て
い
る
。
な
お
、
国

に
お
い
て
、
令
和
２
年
度
に
、
水

道
法
に
お
け
る
有
機
フ
ッ
素
化
合

物
の
位
置
づ
け
が
見
直
さ
れ
、
現

在
、
必
要
な
情
報
・
知
見
が
収
集

さ
れ
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。
今

後
も
愛
知
県
や
水
道
企
業
団
と
し

っ
か
り
連
携
を
図
り
な
が
ら
、
豊

山
配
水
場
の
水
質
検
査
結
果
や
国

の
動
向
を
注
視
し
て
い
く
。
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Q
消
防
団
員
の
高
齢
化
や
消
防

団
員
数
の
減
少
が
、
全
国
的

な
問
題
と
な
っ
て
い
る
。
現
在
、

豊
山
町
で
は
消
防
団
員
が
定
足
数

を
満
た
し
て
い
る
が
、
今
後
、
消

防
団
員
の
不
足
や
高
齢
化
が
懸
念

さ
れ
る
。

　
豊
山
町
消
防
団
に
は
５
名
の
女

性
消
防
団
員
が
お
り
、
そ
の
う
ち

１
名
は
県
操
法
大
会
出
場
メ
ン

バ
ー
と
し
て
練
習
に
励
ん
で
お
り
、

大
変
頼
も
し
く
感
じ
て
い
る
。

　
女
性
消
防
団
員
の
登
用
が
必
要

だ
と
思
う
が
、
ど
う
考
え
て
い
る

の
か
。今
後
の
消
防
団
員
の
確
保
、

消
防
団
の
役
割
や
活
動
に
つ
い
て

ど
の
よ
う
に
考
え
る
の
か
。

A
企
画
調
整
部
長

消
防
団
は
、
消
火
活
動
の
み

な
ら
ず
、
地
震
や
風
水
害
な
ど
の

大
規
模
災
害
時
の
救
出
活
動
や
避

難
誘
導
な
ど
、
本
町
の
防
災
活
動

に
お
け
る
重
要
な
役
割
を
担
っ
て

い
る
。
団
員
の
確
保
は
、
町
民
の

安
心
・
安
全
を
守
る
た
め
に
必
要

不
可
欠
と
考
え
る
。

　
女
性
消
防
団
員
の
登
用
は
、
団

員
確
保
の
観
点
か
ら
、ま
た
、
女
性

の
視
点
に
よ
る
救
助
や
ケ
ア
な
ど
の

活
動
の
観
点
か
ら
も
、
大
変
効
果

が
高
い
も
の
と
認
識
し
て
い
る
。

　
一
般
団
員
も
含
め
て
、
広
く
女

性
消
防
団
員
の
参
画
を
呼
び
掛
け

る
と
と
も
に
、
引
き
続
き
、
若
者

に
対
し
て
入
団
促
進
の
Ｐ
Ｒ
活
動

を
行
う
ほ
か
、
新
た
に
民
間
事
業

所
へ
の
協
力
要
請
な
ど
を
開
始

し
、
消
防
団
の
充
実
・
強
化
に
努

め
る
。

Q
令
和
５
年
２
月
に
豊
山
町
Ｄ

Ｘ
推
進
計
画
が
示
さ
れ
た
。

こ
の
計
画
で
は
、
少
子
高
齢
化
へ

の
対
応
や
行
政
コ
ス
ト
削
減
に
向

け
、
行
政
手
続
き
の
オ
ン
ラ
イ
ン

化
、
業
務
の
省
力
化
・
効
率
化
な

ど
を
目
的
と
し
て
い
る
。

　
こ
れ
ら
の
目
的
を
実
現
し
て
い

く
た
め
に
は
、
デ
ジ
タ
ル
に
関
す

る
専
門
知
識
を
持
っ
た
人
材
が
欠

か
せ
な
い
。

　
本
町
の
よ
う
に
小
規
模
な
自
治

体
に
は
、
デ
ジ
タ
ル
に
関
す
る
専

門
知
識
を
持
っ
た
職
員
は
少
な
い

と
思
う
が
、
ど
の
よ
う
な
対
応
を

考
え
て
い
る
の
か
。

A
企
画
調
整
部
長

令
和
５
年
２
月
か
ら
デ
ジ
タ

ル
の
専
門
的
な
知
見
を
持
つ
外
部

人
材
と
し
て
、
総
務
省
の
Ｉ
Ｃ
Ｔ

地
域
マ
ネ
ー
ジ
ャ
ー
を
務
め
ら
れ

る
方
に
、
本
町
の
Ｉ
Ｃ
Ｔ
監
理
ア

ド
バ
イ
ザ
ー
を
依
頼
し
た
。
令
和

５
年
度
か
ら
は
、
Ｄ
Ｘ
推
進
の
た

め
の
シ
ス
テ
ム
調
達
や
情
報
シ
ス

テ
ム
標
準
化
に
関
す
る
技
術
的
な

助
言
、
支
援
を
い
た
だ
く
予
定
と

し
て
い
る
。

　
人
材
の
育
成
に
つ
い
て
は
、
職

員
全
体
の
デ
ジ
タ
ル
リ
テ
ラ
シ
ー

の
向
上
を
図
る
た
め
、
令
和
４
年

10
月
に
Ｄ
Ｘ
推
進
研
修
と
情
報
セ

キ
ュ
リ
テ
ィ
研
修
を
行
っ
た
。

　
今
後
は
、
人
事
担
当
と
連
携
を

図
り
な
が
ら
、
職
員
の
デ
ジ
タ
ル

技
術
へ
の
理
解
と
そ
れ
を
活
用
で

き
る
ス
キ
ル
向
上
に
向
け
た
取
り

組
み
を
進
め
て
い
く
。

県操法大会出場に向けて猛練習
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令
和
４
年
５
月
に
行
わ
れ
た
町

政
に
関
す
る
住
民
懇
談
会
の
資
料

に
は
「
ご
み
の
排
出
量
が
54
市
町

村
中
45
位
」「
ご
み
の
リ
サ
イ
ク
ル

率
は
54
市
町
村
中
35
位
」
で
あ
る

こ
と
、
ま
た
「
地
域
の
サ
ロ
ン
活

動
に
お
い
て
も
、
ご
み
減
量
に
つ

い
て
担
当
職
員
の
説
明
を
受
け
、

皆
で
話
し
合
う
な
ど
関
心
が
高
い

こ
と
」
が
明
記
さ
れ
た
。

　
こ
の
こ
と
か
ら
、
ご
み
減
量
に

向
け
て
、
長
い
目
で
見
て
、
今
か

ら
着
実
に
根
の
張
っ
た
解
決
策
を

進
め
て
行
く
必
要
性
を
強
く
感
じ

た
の
で
、
質
問
を
す
る
。

Q
家
庭
系
ご
み
排
出
量
に
お
い

て
、
一
人
一
日
あ
た
り
の
推

移
は
、
平
成
27
年
度
、
６
１
８
ｇ
、

平
成
30
年
度
、
６
１
４
ｇ
、
令
和

２
年
度
、
６
２
０
ｇ
と
ほ
ぼ
横
ば

い
状
態
と
な
っ
て
い
る
。

　
減
少
に
転
じ
て
い
く
に
は
、
町

民
へ
の
更
な
る
意
識
づ
け
な
ど
が

必
要
と
思
う
。
特
に
、
町
の
未
来

を
担
っ
て
い
く
子
ど
も
た
ち
へ
の

意
識
づ
け
は
、
非
常
に
重
要
で
あ

る
。
当
局
の
考
え
は
。

A
生
活
福
祉
部
長

未
来
を
担
う
子
ど
も
た
ち
へ

の
関
心
を
高
め
て
い
く
こ
と
は
、

町
と
し
て
も
、
と
て
も
大
切
な
こ

と
だ
と
考
え
て
い
る
。

　
町
で
は
、
環
境
学
習
施
設
の
見

学
会
、
環
境
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
を

開
催
し
、
年
齢
を
問
わ
ず
環
境
問

題
へ
の
意
識
向
上
と
、
ご
み
問
題

へ
の
意
識
高
揚
を
図
る
事
業
と
し

て
実
施
し
て
い
る
。

　
引
き
続
き
、
小
さ
な
お
子
さ
ん

も
対
象
に
し
た
事
業
や
啓
発
を
充

実
し
て
い
き
た
い
。

Q
き
れ
い
な
ま
ち
づ
く
り
条
例

が
令
和
４
年
10
月
１
日
か
ら

施
行
さ
れ
た
。
こ
れ
は
、
協
働
に

よ
る
き
れ
い
な
ま
ち
づ
く
り
の
推

進
の
た
め
、
快
適
な
生
活
環
境
の

確
保
に
寄
与
す
る
こ
と
を
目
的
と

し
て
い
る
。

　
快
適
な
生
活
環
境
の
確
保
を
実

現
す
る
た
め
に
、
町
民
な
ど
を
巻

き
込
ん
だ
事
業
を
実
施
し
て
は
。

A
生
活
福
祉
部
長

「
豊
山
町
き
れ
い
な
ま
ち
づ

く
り
条
例
」
に
は
、
き
れ
い
な
ま

ち
づ
く
り
を
推
進
す
る
に
あ
た
り
、

我
々
一
人
ひ
と
り
が
、
環
境
美
化

に
つ
い
て
考
え
、
行
動
す
る
必
要

が
あ
る
こ
と
、
ま
た
、
協
働
に
よ

り
、
ま
ち
の
快
適
な
生
活
環
境
の

確
保
に
寄
与
す
る
こ
と
を
目
的
と

し
て
い
る
。

　
協
働
の
観
点
か
ら
、
ご
み
を
拾

う
こ
と
で
ま
ち
を
き
れ
い
に
す
る

と
い
う
目
的
の
「
プ
ロ
ギ
ン
グ
」

を
開
始
し
、
令
和
５
年
度
は
85
名

が
参
加
し
て
、
ご
み
を
拾
っ
た
。

　
今
後
は
、
さ
ら
に
多
く
の
町
民

の
皆
さ
ま
が
参
加
し
、
住
ん
で
い

る
ま
ち
を
き
れ
い
に
で
き
る
よ
う
、

新
た
な
取
り
組
み
を
進
め
た
い
。

Q
名
古
屋
市
は
令
和
６
年
４
月

か
ら
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
一
括
回

収
を
行
う
と
発
表
し
た
。
豊
山
町

も
回
収
方
法
を
変
更
し
て
は
ど
う

か
。A

生
活
福
祉
部
長

プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
の
一
括
収
集

方
法
は
、
令
和
４
年
４
月
に
施
行

さ
れ
た
法
律
を
踏
ま
え
、
町
民
の

皆
さ
ま
が
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
類
を
一

括
で
排
出
で
き
る
よ
う
、
ル
ー
ト

確
保
や
資
源
収
集
の
仕
組
み
に
つ

い
て
調
査
、検
討
を
進
め
て
い
る
。

　
名
古
屋
市
は
「
令
和
６
年
４
月

か
ら
、
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
類
の
収
集

方
法
を
一
括
収
集
へ
変
更
す
る
予

定
で
あ
る
」
と
聞
い
て
い
る
。

　
町
の
ご
み
焼
却
は
、
名
古
屋
市

の
北
名
古
屋
工
場
に
、
一
括
で
受

け
て
い
た
だ
い
て
い
る
。

　
引
き
続
き
、
名
古
屋
市
と
の
連

携
を
含
め
、
分
別
方
法
、
収
集
方

法
を
検
討
し
て
い
く
。

ごみ焼却を行っている名古屋市北名古屋工場
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豊
山
町
は
小
中
学
校
の
部
活
動

が
盛
ん
な
地
域
特
性
が
あ
る
。
部

活
動
の
在
り
方
を
考
え
る
う
え
で
、

教
育
現
場
と
保
護
者
、
地
域
と
競

技
関
係
者
と
の
十
分
な
協
議
が
欠

か
せ
な
い
こ
と
や
、
適
切
な
指
導

を
担
っ
て
い
た
だ
け
る
人
材
や
活

動
の
場
所
の
確
保
が
重
要
で
あ
る
。

　
小
学
校
の
部
活
動
は
、
教
員
の

働
き
方
改
革
を
ふ
ま
え
、
令
和
５

年
３
月
末
に
は
小
学
校
の
部
活
動

の
廃
止
が
決
ま
っ
て
い
る
。
豊
山

町
の
地
域
特
性
の
一
つ
で
も
あ
る

小
学
校
の
部
活
動
が
新
た
な
受
け

皿
が
な
い
状
態
で
廃
止
さ
れ
る
こ

と
は
非
常
に
残
念
で
あ
る
。

　
中
学
校
の
部
活
動
は
、
平
日
の

一
日
と
土
日
の
ど
ち
ら
か
を
休
養

日
と
し
て
い
る
。
一
部
の
部
活
動

は
土
日
の
休
養
日
に
地
域
の
方
の

ご
尽
力
に
よ
っ
て
指
導
を
し
て
い

た
だ
い
て
い
る
と
聞
い
て
い
る
。

　
現
在
、
教
員
の
負
担
軽
減
に
は

部
活
動
の
縮
小
、
出
勤
時
間
や
学

校
行
事
の
見
直
し
、
子
供
た
ち
の

登
校
時
間
の
変
更
に
よ
っ
て
一
定

の
効
果
が
あ
っ
た
と
聞
い
て
い
る
。

本
町
の
部
活
動
改
革
は
令
和
７
年

度
末
に
地
域
移
行
を
目
指
し
、
令

和
３
年
度
に
発
足
さ
れ
た
教
育
委

員
会
主
導
の
総
合
型
地
域
ス
ポ
ー

ツ
・
文
化
ク
ラ
ブ
の
新
規
プ
ロ
グ

ラ
ム
を
充
実
さ
せ
な
が
ら
、
受
け

皿
と
な
る
組
織
に
徐
々
に
移
行
す

る
方
針
を
掲
げ
て
い
る
。

Q
ス
ポ
ー
ツ
庁
と
文
化
庁
は
、

令
和
4
年
12
月
に
指
導
者
不

足
や
体
制
づ
く
り
、
活
動
場
所
の

確
保
な
ど
の
観
点
か
ら
、
令
和
７

年
度
末
で
達
成
す
る
と
し
て
い
た

目
標
設
定
の
見
直
し
が
さ
れ
た
。

国
の
方
針
が
変
わ
り
、
本
町
で
の

児
童
生
徒
の
部
活
動
の
地
域
移
行

へ
の
取
り
組
み
の
現
状
と
、
今
後

の
方
針
に
つ
い
て
聞
く
。

　
ま
た
、
さ
ら
な
る
働
き
方
改
革

が
必
要
と
考
え
、
チ
ー
ム
担
任
制

の
導
入
を
提
案
す
る
。

A
教
育
委
員
会
事
務
局
長

小
中
学
校
と
も
に
部
活
動
の

あ
り
方
に
つ
い
て
議
論
さ
れ
る
そ

の
目
的
の
一
つ
と
し
て
、
教
員
の

多
忙
を
解
消
し
、
本
来
の
業
務
で

あ
る
教
材
研
究
や
授
業
準
備
に
十

分
な
時
間
と
労
力
を
費
や
し
、
よ

り
質
の
高
い
教
育
の
実
現
を
図
る

と
こ
ろ
に
あ
る
。

　
小
学
校
の
部
活
動
は
「
総
合
型

地
域
ス
ポ
ー
ツ
・
文
化
ク
ラ
ブ
」

を
受
け
皿
の
一
つ
と
し
、
令
和
４

年
度
に
小
学
生
を
対
象
と
す
る

「
ユ
ニ
バ
ー
サ
ル
ス
ポ
ー
ツ
教
室
」

と
「
ア
レ
ン
ジ
フ
ラ
ワ
ー
」
を
新

た
に
追
加
し
、
拡
充
を
図
っ
た
と

こ
ろ
で
あ
る
。
令
和
５
年
度
は
、

新
た
な
プ
ロ
グ
ラ
ム
と
し
て
「
吹

奏
楽
」「
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
」「
ス

ポ
ー
ツ
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
教
室
」

を
新
設
す
る
こ
と
を
予
定
し
て
い

る
。
さ
ら
に
、
関
係
諸
団
体
を
は

じ
め
学
校
と
の
連
携
を
図
り
な
が

ら
、
生
涯
学
習
事
業
で
あ
る
「
わ

く
わ
く
く
ら
ぶ
」
な
ど
の
拡
充
を

図
っ
て
い
く
。

　
中
学
校
で
の
部
活
動
の
地
域
移

行
は
、
関
係
団
体
と
の
連
携
を
は

じ
め
、
指
導
者
や
施
設
の
確
保
、

各
種
大
会
の
在
り
方
な
ど
対
応
す

べ
き
課
題
は
数
多
く
あ
る
が
、
子

ど
も
の
視
点
を
軸
と
し
て
議
論
を

進
め
て
い
く
。
中
学
校
の
部
活
動

は
、
長
年
に
わ
た
り
、
生
徒
が
ス

ポ
ー
ツ
・
文
化
に
親
し
む
機
会
を

確
保
し
、
そ
の
活
動
の
中
で
責
任

感
・
連
帯
感
の
涵
養
や
自
主
性
の

育
成
に
も
寄
与
す
る
な
ど
、
そ
の

意
義
は
誰
も
が
認
め
る
と
こ
ろ
で

あ
る
。

　
今
回
の
見
直
し
は
、
休
日
の
部

活
動
か
ら
段
階
的
に
地
域
へ
移
行

し
て
い
く
こ
と
を
基
本
と
す
る
も

の
で
あ
る
。
現
在
、
生
涯
学
習
推

進
審
議
会
に
お
い
て
、
中
学
校
の

部
活
動
の
地
域
移
行
を
中
心
課
題

と
し
て
、
本
町
に
お
け
る
生
涯
学

習
体
系
の
再
編
を
視
野
に
入
れ
、

生
徒
の
休
日
に
お
け
る
ス
ポ
ー
ツ・

文
化
活
動
の
機
会
の
確
保
に
つ
い

て
審
議
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。

　
な
お
、
実
効
性
の
あ
る
働
き
方

改
革
を
進
め
る
た
め
に
、
チ
ー
ム

担
任
制
な
ど
の
新
し
い
取
り
組
み

に
つ
い
て
も
参
考
と
さ
せ
て
い
た

だ
き
た
い
と
考
え
て
い
る
。
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令
和
４
年
５
月
に
行
わ
れ
た
町

政
に
関
す
る
住
民
懇
談
会
の
資
料

に
は
「
ご
み
の
排
出
量
が
54
市
町

村
中
45
位
」「
ご
み
の
リ
サ
イ
ク
ル

率
は
54
市
町
村
中
35
位
」
で
あ
る

こ
と
、
ま
た
「
地
域
の
サ
ロ
ン
活

動
に
お
い
て
も
、
ご
み
減
量
に
つ

い
て
担
当
職
員
の
説
明
を
受
け
、

皆
で
話
し
合
う
な
ど
関
心
が
高
い

こ
と
」
が
明
記
さ
れ
た
。

　
こ
の
こ
と
か
ら
、
ご
み
減
量
に

向
け
て
、
長
い
目
で
見
て
、
今
か

ら
着
実
に
根
の
張
っ
た
解
決
策
を

進
め
て
行
く
必
要
性
を
強
く
感
じ

た
の
で
、
質
問
を
す
る
。

Q
家
庭
系
ご
み
排
出
量
に
お
い

て
、
一
人
一
日
あ
た
り
の
推

移
は
、
平
成
27
年
度
、
６
１
８
ｇ
、

平
成
30
年
度
、
６
１
４
ｇ
、
令
和

２
年
度
、
６
２
０
ｇ
と
ほ
ぼ
横
ば

い
状
態
と
な
っ
て
い
る
。

　
減
少
に
転
じ
て
い
く
に
は
、
町

民
へ
の
更
な
る
意
識
づ
け
な
ど
が

必
要
と
思
う
。
特
に
、
町
の
未
来

を
担
っ
て
い
く
子
ど
も
た
ち
へ
の

意
識
づ
け
は
、
非
常
に
重
要
で
あ

る
。
当
局
の
考
え
は
。

A
生
活
福
祉
部
長

未
来
を
担
う
子
ど
も
た
ち
へ

の
関
心
を
高
め
て
い
く
こ
と
は
、

町
と
し
て
も
、
と
て
も
大
切
な
こ

と
だ
と
考
え
て
い
る
。

　
町
で
は
、
環
境
学
習
施
設
の
見

学
会
、
環
境
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
を

開
催
し
、
年
齢
を
問
わ
ず
環
境
問

題
へ
の
意
識
向
上
と
、
ご
み
問
題

へ
の
意
識
高
揚
を
図
る
事
業
と
し

て
実
施
し
て
い
る
。

　
引
き
続
き
、
小
さ
な
お
子
さ
ん

も
対
象
に
し
た
事
業
や
啓
発
を
充

実
し
て
い
き
た
い
。

Q
き
れ
い
な
ま
ち
づ
く
り
条
例

が
令
和
４
年
10
月
１
日
か
ら

施
行
さ
れ
た
。
こ
れ
は
、
協
働
に

よ
る
き
れ
い
な
ま
ち
づ
く
り
の
推

進
の
た
め
、
快
適
な
生
活
環
境
の

確
保
に
寄
与
す
る
こ
と
を
目
的
と

し
て
い
る
。

　
快
適
な
生
活
環
境
の
確
保
を
実

現
す
る
た
め
に
、
町
民
な
ど
を
巻

き
込
ん
だ
事
業
を
実
施
し
て
は
。

A
生
活
福
祉
部
長

「
豊
山
町
き
れ
い
な
ま
ち
づ

く
り
条
例
」
に
は
、
き
れ
い
な
ま

ち
づ
く
り
を
推
進
す
る
に
あ
た
り
、

我
々
一
人
ひ
と
り
が
、
環
境
美
化

に
つ
い
て
考
え
、
行
動
す
る
必
要

が
あ
る
こ
と
、
ま
た
、
協
働
に
よ

り
、
ま
ち
の
快
適
な
生
活
環
境
の

確
保
に
寄
与
す
る
こ
と
を
目
的
と

し
て
い
る
。

　
協
働
の
観
点
か
ら
、
ご
み
を
拾

う
こ
と
で
ま
ち
を
き
れ
い
に
す
る

と
い
う
目
的
の
「
プ
ロ
ギ
ン
グ
」

を
開
始
し
、
令
和
５
年
度
は
85
名

が
参
加
し
て
、
ご
み
を
拾
っ
た
。

　
今
後
は
、
さ
ら
に
多
く
の
町
民

の
皆
さ
ま
が
参
加
し
、
住
ん
で
い

る
ま
ち
を
き
れ
い
に
で
き
る
よ
う
、

新
た
な
取
り
組
み
を
進
め
た
い
。

Q
名
古
屋
市
は
令
和
６
年
４
月

か
ら
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
一
括
回

収
を
行
う
と
発
表
し
た
。
豊
山
町

も
回
収
方
法
を
変
更
し
て
は
ど
う

か
。A

生
活
福
祉
部
長

プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
の
一
括
収
集

方
法
は
、
令
和
４
年
４
月
に
施
行

さ
れ
た
法
律
を
踏
ま
え
、
町
民
の

皆
さ
ま
が
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
類
を
一

括
で
排
出
で
き
る
よ
う
、
ル
ー
ト

確
保
や
資
源
収
集
の
仕
組
み
に
つ

い
て
調
査
、検
討
を
進
め
て
い
る
。

　
名
古
屋
市
は
「
令
和
６
年
４
月

か
ら
、
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
類
の
収
集

方
法
を
一
括
収
集
へ
変
更
す
る
予

定
で
あ
る
」
と
聞
い
て
い
る
。

　
町
の
ご
み
焼
却
は
、
名
古
屋
市

の
北
名
古
屋
工
場
に
、
一
括
で
受

け
て
い
た
だ
い
て
い
る
。

　
引
き
続
き
、
名
古
屋
市
と
の
連

携
を
含
め
、
分
別
方
法
、
収
集
方

法
を
検
討
し
て
い
く
。

ごみ焼却を行っている名古屋市北名古屋工場
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豊
山
町
は
小
中
学
校
の
部
活
動

が
盛
ん
な
地
域
特
性
が
あ
る
。
部

活
動
の
在
り
方
を
考
え
る
う
え
で
、

教
育
現
場
と
保
護
者
、
地
域
と
競

技
関
係
者
と
の
十
分
な
協
議
が
欠

か
せ
な
い
こ
と
や
、
適
切
な
指
導

を
担
っ
て
い
た
だ
け
る
人
材
や
活

動
の
場
所
の
確
保
が
重
要
で
あ
る
。

　
小
学
校
の
部
活
動
は
、
教
員
の

働
き
方
改
革
を
ふ
ま
え
、
令
和
５

年
３
月
末
に
は
小
学
校
の
部
活
動

の
廃
止
が
決
ま
っ
て
い
る
。
豊
山

町
の
地
域
特
性
の
一
つ
で
も
あ
る

小
学
校
の
部
活
動
が
新
た
な
受
け

皿
が
な
い
状
態
で
廃
止
さ
れ
る
こ

と
は
非
常
に
残
念
で
あ
る
。

　
中
学
校
の
部
活
動
は
、
平
日
の

一
日
と
土
日
の
ど
ち
ら
か
を
休
養

日
と
し
て
い
る
。
一
部
の
部
活
動

は
土
日
の
休
養
日
に
地
域
の
方
の

ご
尽
力
に
よ
っ
て
指
導
を
し
て
い

た
だ
い
て
い
る
と
聞
い
て
い
る
。

　
現
在
、
教
員
の
負
担
軽
減
に
は

部
活
動
の
縮
小
、
出
勤
時
間
や
学

校
行
事
の
見
直
し
、
子
供
た
ち
の

登
校
時
間
の
変
更
に
よ
っ
て
一
定

の
効
果
が
あ
っ
た
と
聞
い
て
い
る
。

本
町
の
部
活
動
改
革
は
令
和
７
年

度
末
に
地
域
移
行
を
目
指
し
、
令

和
３
年
度
に
発
足
さ
れ
た
教
育
委

員
会
主
導
の
総
合
型
地
域
ス
ポ
ー

ツ
・
文
化
ク
ラ
ブ
の
新
規
プ
ロ
グ

ラ
ム
を
充
実
さ
せ
な
が
ら
、
受
け

皿
と
な
る
組
織
に
徐
々
に
移
行
す

る
方
針
を
掲
げ
て
い
る
。

Q
ス
ポ
ー
ツ
庁
と
文
化
庁
は
、

令
和
4
年
12
月
に
指
導
者
不

足
や
体
制
づ
く
り
、
活
動
場
所
の

確
保
な
ど
の
観
点
か
ら
、
令
和
７

年
度
末
で
達
成
す
る
と
し
て
い
た

目
標
設
定
の
見
直
し
が
さ
れ
た
。

国
の
方
針
が
変
わ
り
、
本
町
で
の

児
童
生
徒
の
部
活
動
の
地
域
移
行

へ
の
取
り
組
み
の
現
状
と
、
今
後

の
方
針
に
つ
い
て
聞
く
。

　
ま
た
、
さ
ら
な
る
働
き
方
改
革

が
必
要
と
考
え
、
チ
ー
ム
担
任
制

の
導
入
を
提
案
す
る
。

A
教
育
委
員
会
事
務
局
長

小
中
学
校
と
も
に
部
活
動
の

あ
り
方
に
つ
い
て
議
論
さ
れ
る
そ

の
目
的
の
一
つ
と
し
て
、
教
員
の

多
忙
を
解
消
し
、
本
来
の
業
務
で

あ
る
教
材
研
究
や
授
業
準
備
に
十

分
な
時
間
と
労
力
を
費
や
し
、
よ

り
質
の
高
い
教
育
の
実
現
を
図
る

と
こ
ろ
に
あ
る
。

　
小
学
校
の
部
活
動
は
「
総
合
型

地
域
ス
ポ
ー
ツ
・
文
化
ク
ラ
ブ
」

を
受
け
皿
の
一
つ
と
し
、
令
和
４

年
度
に
小
学
生
を
対
象
と
す
る

「
ユ
ニ
バ
ー
サ
ル
ス
ポ
ー
ツ
教
室
」

と
「
ア
レ
ン
ジ
フ
ラ
ワ
ー
」
を
新

た
に
追
加
し
、
拡
充
を
図
っ
た
と

こ
ろ
で
あ
る
。
令
和
５
年
度
は
、

新
た
な
プ
ロ
グ
ラ
ム
と
し
て
「
吹

奏
楽
」「
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
」「
ス

ポ
ー
ツ
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
教
室
」

を
新
設
す
る
こ
と
を
予
定
し
て
い

る
。
さ
ら
に
、
関
係
諸
団
体
を
は

じ
め
学
校
と
の
連
携
を
図
り
な
が

ら
、
生
涯
学
習
事
業
で
あ
る
「
わ

く
わ
く
く
ら
ぶ
」
な
ど
の
拡
充
を

図
っ
て
い
く
。

　
中
学
校
で
の
部
活
動
の
地
域
移

行
は
、
関
係
団
体
と
の
連
携
を
は

じ
め
、
指
導
者
や
施
設
の
確
保
、

各
種
大
会
の
在
り
方
な
ど
対
応
す

べ
き
課
題
は
数
多
く
あ
る
が
、
子

ど
も
の
視
点
を
軸
と
し
て
議
論
を

進
め
て
い
く
。
中
学
校
の
部
活
動

は
、
長
年
に
わ
た
り
、
生
徒
が
ス

ポ
ー
ツ
・
文
化
に
親
し
む
機
会
を

確
保
し
、
そ
の
活
動
の
中
で
責
任

感
・
連
帯
感
の
涵
養
や
自
主
性
の

育
成
に
も
寄
与
す
る
な
ど
、
そ
の

意
義
は
誰
も
が
認
め
る
と
こ
ろ
で

あ
る
。

　
今
回
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令和５年度 キラメキ事業 P2・3
楽しい　おしゃべりテラス＋ （関連記事P16）

町のホームページから
会議録がご覧いただけます

https://www.town.toyoyama.lg.jp/

議会のインターネット中継が始まりましたP4・5

P6・7

P8～15

P 16

最大規模の当初予算

議案PICK UP

7人が一般質問

輝く人を紹介 町のキラッと

・定例会（初日）
・一般質問
・議案質疑（3月のみ）
・定例会（最終日）
ご覧いただけます

豊山町議会
【公式】
チャンネル

町のキラッと
輝く人を

紹介

議員はお祭りへの寄付
や町内会の催しものへ差し
入れすることを禁止されて
います。
有権者が求めてもいけ

ません。
ご理解をお願いします。

寄付行為の禁止 次
回
定
例
会
の
予
定

6月 5日

12日

13日

14日

15日

16日

（月）

（月）

（火）

（水）

（木）

（金）

開会・議案説明

一般質問

議案質疑

福祉建設委員会

総務文教委員会

討論・採決・閉会

開始時間は午前9時
30分から（最終日は
午後1時30分から）
です。
議事の都合により、
日程が変更になる場
合があります。

広報編集委員

委 員 長　山本 亮介

副委員長　作野 桂子

委　　員　岩村みゆき
 柴田 賢一
 岡島 剛

表
紙
の
コ
メ
ン
ト

　３
月
15
日
、
町
制
50
周
年
記
念
事
業

と
し
て
「
お
し
ゃ
べ
り
テ
ラ
ス
＋
」
が

開
催
さ
れ
ま
し
た
。
子
ど
も
の
笑
顔
の

写
真
や
イ
ラ
ス
ト
な
ど
で
世
界
に
一
つ

だ
け
の
オ
リ
ジ
ナ
ル
缶
バ
ッ
チ
を
作
っ

て
楽
し
み
ま
し
た
。

編
集
後
記

　議
員
任
期
の
４
年
間
が
終
わ
り
ま

す
。
ま
た
、
現
在
の
議
会
広
報
編
集

委
員
会（
２
年
任
期
）で
編
集
す
る「
議

会
だ
よ
り
」
も
今
回
号
が
最
後
と
な

り
ま
す
。

　コ
ロ
ナ
禍
で
、
町
民
の
皆
さ
ま
の

生
活
様
式
が
大
き
く
変
わ
り
、
不
安

や
ス
ト
レ
ス
の
中
で
の
生
活
を
余
儀

な
く
さ
れ
ま
し
た
。

　議
会
広
報
編
集
委
員
会
も
感
染
防

止
に
気
を
遣
い
な
が
ら
、
さ
ま
ざ
ま

な
議
論
を
し
、
よ
り
読
み
や
す
い
紙

面
と
な
る
よ
う
心
が
け
ま
し
た
。

　次
回
号
は
、
新
し
い
編
集
委
員
と

な
り
、
更
に
読
み
や
す
い
「
議
会
だ

よ
り
」
に
な
る
と
思
い
ま
す
の
で
、

ご
期
待
下
さ
い
。

　ご
愛
読
い
た
だ
き
有
り
難
う
ご
ざ

い
ま
し
た
。

岡
島

　剛

　ｍ
ａ
ｍ
ａ
♡
ｋ
ｕ
ｓ
ｕ
は
２
０
２
１
年

３
月
12
日
よ
り
活
動
を
始
め
た
サ
ー
ク
ル
で

す
。
子
育
て
マ
マ
の
た
め
の
何
か
を
し
た
い

と
い
う
想
い
が
、
ず
っ
と
胸
に
あ
り
ま
し

た
。
「
何
か
」
を
探
る
中
で
、
７
年
前
よ
り

産
院
の
ビ
ク
ス
や
ヨ
ガ
で
お
世
話
に
な
っ
て

い
た
イ
ン
ス
ト
ラ
ク
タ
ー
の
菱
山
佳
世
子
さ

ん
と
ご
縁
が
繋
が
り
、
子
育
て
中
の
マ
マ
の

息
抜
き
を
目
的
と
し
た
エ
ア
ロ
ビ
ク
ス
サ
ー

ク
ル
を
作
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　何
で
も
な
い
日
常
会
話
を
し
な
が
ら
、
学

生
時
代
の
部
活
動
の
よ
う
に
一
緒
に
汗
を
流

し
て
過
ご
す
２
時
間
。
運
動
を
し
た
達
成
感

と
、
身
体
は
疲
れ
る
の
に
何
故
か
気
持
ち
が

ス
ッ
キ
リ
過
ご
せ
る
爽
快
感
が
と
て
も
好
き

で
す
。
最

初
は
少
な

か
っ
た
参

加
人
数
も

回
を
重
ね

て
い
く
毎

に
増
え
て

い
き
、
こ

の
２
年
で

60
人
以
上

の
マ
マ
さ

ん
が
参
加

し
て
く
だ
さ
い
ま

し
た
。

　ま
た
、
ひ
ま
わ

り
児
童
館
を
利
用

し
た
子
ど
も
服
の

リ
ユ
ー
ス
提
供
を

き
っ
か
け
に
、
フ

ァ
ミ
リ
ー
サ
ポ
ー

ト
さ
ん
と
児
童
館

の
先
生
方
の
ご
理

解
と
ご
協
力
を
得

て
、
毎
月
の
お
し

ゃ
べ
り
テ
ラ
ス
の
際
に
リ
ユ
ー
ス
品
を
展
示
し

て
も
ら
え
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
本
当
に
有

り
難
い
こ
と
で
す
。

　何
が
あ
っ
た
ら
子
育
て
が
楽
し
く
な
る
か

な
、
マ
マ
に
と
っ
て
何
が
必
要
か
な
、
「
な
い

な
ら
作
ろ
う
！
」
と
い
う
気
持
ち
の
下
、
楽
し

く
活
動
を
続
け
て
い
ま
す
。
幸
せ
な
時
間
だ
け

れ
ど
、
大
変
な
時
や
し
ん
ど
い
時
が
あ
る
子
育

て
。
そ
ん
な
時

に
、
少
し
で
も

息
抜
き
で
き
る

場
、
仲
間
作
り

が
で
き
る
場
を

作
っ
て
い
き
た

い
で
す
。

マ
マ
が
ク
ス
ッ
と
！

サ
ー
ク
ル
名「
ｍ
ａ
ｍ
ａ
♡
ｋ
ｕ
ｓ
ｕ
」
　渋
谷

　
杏
実

とよやま議会だよりNO.164　令和5年5月１日
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